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第
一
節

第
二
節

第
三
節

お
わ
り
に

ま
と
め

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
二
章
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
の
動
揺
と
「
政
府
・
議
会
多
数
派
ー
反
対
派
ー
図
式
」
ゲ
オ
ル
ク
1
1

ブ
ル
ン
ナ
ー

第
三
章
匡
法
学
に
お
け
る
「
政
府
・
議
会
多
数
派
反
対
祇
図
式
」
の
定
着
議
論
の
通
説
化

「
議
院
内
閣
訓
に
お
け
る
政
党
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
カ
ー
ル
ー
ウ
ル
ヒ
リ
1
1

マ
イ
ン

ド
イ
ツ
国
法
学
に
お
け
る
議
論
の
総
括
ク
ラ
ウ
ス
11

シ
ュ
テ
ル
ン

66 (6-lll) 

は
じ
め
に

第
一
章
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
の
従
来
の
通
説
か
ら
観
た
議
会
に
よ
る
執
行
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

「
阻
土
」
か
ら
観
た
議
会
に
よ
る
執
行
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
ル
11

レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

「
協
働
」
か
ら
観
た
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
「
新
た
な
二
元
論
」
ウ
ル
リ
ピ
1
1

シ
ョ
イ
ナ
ー

ま
と
め

ド

一
九
八

0
年
代
ま

「
政
府
・
議
会
多
数
派
ー
反
対
派
ー
図
式
」

議
会
に

ン
ト
ロ
ー
ル

柴

田

尭

の
通
説
化
の
過
程

史

ら
の
再
検
討

1139 〔2017.3〕



ヴ
ェ
ル
で
第

1
1
章
で
内
閣
を
規
定
し
て
い

に
よ
っ
て
、
各
国

問
題
の
所
在
と
本
稿

を
再
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
テ
ー
マ
は
、
こ
れ
ま
で
に
公
表
し
た
論
文
の
中
で
今
後
の
課
題
と
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿

で
は
、
「
議
会
に
よ
る
執
行
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
を
そ
の
具
体
的
な
「
現
象
」
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
は
、
立
法
と

な
ら
ん
で
、
議
会
の
最
重
要
の
課
題
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
た
め
で
あ
る
。

「
議
会
に
よ
る
執
行
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
言
え
ば
、
今
日
で
は
「
野
党
の
役
割
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
日
本

国
憲
法
は
議
院
内
閣
制
を
採
用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
下
院
第
一
党
が
内
閣
総
理
大
臣
を
選
任
し
、
総
理
大
臣
が
内
閣
を

構
成
す
る
、
と
い
う
議
院
内
閣
制
の
下
で
は
、
（
連
立
）
与
党
は
、
総
理
大
臣
を
首
班
と
す
る
内
閣
を
日
々
批
判
し
、
最
終
的
に
は
瓦

(
3
)
 

解
に
追
い
込
む
、
と
い
う
こ
と
は
皆
無
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
学
界
だ
け
で
は
な
く
、
広
く

社
会
一
般
に
共
有
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
認
識
は
今
日
で
は
揺
ら
ぎ
な
い
も
の
と
さ
え
思
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
政
治
改
革

が
求
め
ら
れ
た
一
九
九

0
年
代
以
降
、
高
橋
和
之
教
授
の
「
国
民
内
閣
制
」
論
学
界
に
お
い
て
議
論
を
巻
き
起
こ
し
、
実
務
に
お

い
て
非
常
に
注
目
さ
れ
た
も
、
こ
の
よ
う
な
認
識
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
議
論
状
況
に
対
し
て
、
歴
史
的
に
は
、
執
行
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
「
議
会
」
の
役
割
で
あ
り
、
そ
の
機
能
で
あ
る
と
さ

れ
て
き
た
。
議
会
、
あ
る
い
は
議
会
に
よ
る
執
行
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
す
る
古
色
蒼
然
と
し
た
こ
の
よ
う
な
理
解
、

は
じ
め
I
I

）
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た

の
対
象
と
す
る
ド
ノ

け
ら
れ
て
い
る
。

，
 

ー＇~
~
~
 If 

I
 

CJ
第
七
章
は
連
邦
の
立
法
ふ
ゲ

の
具
体
的
な

つ
ま
り
「
権
力

、
第
四
章
で
国
会
を
規
＇

「
政
党
」
を
規
定
し
¥
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〈
ハ
多
数
派
ー
反
対
派
ー
図
式
ー

こ
一
九
八
0
年
代

＞
最
後
に
、
「
政
府

ゲ
オ
ル
ク
11

ブ
ル

の
議
論
を
検
討
す
る
。

□

法
学
に
お
い
て
「
政
府

又
汀
派
ー
図
式
」
の
萌
芽
期
で

0
年
代
を
確
認
す
―
ハ

お
け
る
従
来
の

穴行のコントロールの概念論からの再検討

割
と
す
る
の
は
、

能
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
よ
う
な
見
解
に
立
つ
場
合
、
何
ら
か
の
憲
法
の
解
釈
に
お
け
る
工
夫
、
あ
る
い

は
そ
の
「
運
用
」
が
必
要
と
な
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
以
上
の
よ
う
な
「
議
会
に
よ
る
執
行
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
を
「
野
党
」
、
あ
る
い
は
「
反
対
派
」

て
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
整
理
し
、
そ
の
間
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

(
2
)
概
念
論

カ
」
を
も
つ
主
体
と
の
関
係
（
阻
止
、
あ
る
い
は
協
働
）
に
注
目
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

(
3
)
本
稿
の
構
成

の
役
割
と
す
る

見
解
が
、
戦
後
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
ど
の
よ
う
通
説
化
し
て
い
っ
た
の
か
、
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
と
く
に
概
念
、

目
的
、
お
よ
び
機
能
の
観
点
か
ら
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
の
研
究
と
の
関
連
に
お
い
て
、
こ
の
過
程
を
検
討
す
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ

結
論
の
先
取
り
に
な
る
が
、
「
議
会
に
よ
る
執
行
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
を
「
野
党
」
、
あ
る
い
は
「
反
対
派
」
の
役

(

8

)

i

9

)

 

一
部
の
例
外
は
あ
る
が
、
概
念
論
に
お
け
る
従
来
の
通
説
で
あ
る
「
政
治
的
な
力
」
を
強
調
す
る
見
解
で
あ
る
。
こ

の
見
解
は
、
「
政
治
的
な
力
」
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
概
念
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
、
「
政
治
的
な
力
」
を
も
つ
主
体
と
別
の
「
政
治
的
な

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
概
念
は
「
力
に
対
す
る
反
対

の
力
」
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
目
的
と
機
能
は
、
「
権
力
の
濫
用
の
防
止
」
と
そ
れ
に
よ
る
「
国
民
の
権
利
保
護
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

第
一
章
で
は
、
戦
後
ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
め
ぐ
る
議
論
、
お
よ
び
「
政
府
・
議
会
多
数
派

ー
反
対
派

(
O
p
p
o
s
i
t
i
o
n
)
-

立
割
と
す
る
見
解
は
、
実
四

直
接
導
き
出
す
こ
と
は

そ
れ
ゆ
え
、
「
議
会
に
よ

し
ロ
ー
ル
」
を
「
野
党
」
（
ド
イ

必
山
八
章
は
連
邦

し¥ し＼

両
国
の
憲
法
に
お
い
て

い
う
差
異
は
存
在
す
る

66 (6-113) 1141 〔⑳17.3〕



。
」
こ
の
場
合
は
、
あ
る

1

ふ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

11
い
手
が
、

そ
れ
ら
が
特
定
ol/

[1.1 

そ
の
意
思
を
押

l
l
l□

い
て
機
能

ふ
解
決
で
き
る
よ
う
に
、

(
l
)
議
会
に
よ
る
執
行
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
位
置
づ
け
と
特
徴

第
一
節

第
一
章
で
は
、

第
一
章

豆
〗
エ
ー
反
対
派
ー
図
式
」

Iヽ
り〉

の
従
来
の
通
説
か

しぶ

カ
の
担
い
手
の
互
い
口

っ
て
互
い
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

一
九
五

0
年
代
か
ら
七

0
年
代
に
か
け
て
、
「
議
会
に
よ
る
執
行
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
が
ど
の
よ
う
に
議
論
さ
れ
、

そ
の
中
で
「
政
府
・
議
会
多
数
派
反
対
派
図
式
」
が
ど
の
よ
う
に
登
場
し
た
の
か
、
を
明
ら
か
に
す
る
。

「
阻
止
」
か
ら
観
た
議
会
に
よ
る
執
行
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
ル
1
1
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

戦
後
の
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
の
議
論
の
出
発
点
と
な
っ
た
の
は
、
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
の
議
論
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
の
議
論
か
ら
議
会
に
よ
る
執
行
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
検
討
を
始
め
る
。

「
水
平
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
「
垂
直
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
に
区
別
さ
れ
る
。
:
水
平
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
は
、
「
通
常
憲
法
や
そ
れ
と

同
等
の
も
の
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
は
異
な
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
制
度
」
と
定
義
さ
れ
る
。
そ
の
中
に
「
さ
ま
ざ
ま
な
力
の

(12) 

担
い
手
の
間
で
影
響
す
る
」
冨
機
関
間
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
が
あ
る
。

機
関
間
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
「
政
治
手
続
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
力
の
担
い
手
が
互
い
に
共
演
し
、
対
演
す
る

ダ
イ
ナ
ミ
ソ
ク
」
で
あ
る
。
こ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
は
二
つ
の
形
式
が
含
ま
れ
る
。
第
一
の
形
式
は
「
カ

u
n
d
 g
e
g
e
n
s
p
1
e
l
e
n
)
 
：・:・ 

な
ぎ
合
わ
せ
ら
れ
る
」

レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
お
い
て
、

こ

N
u
s
a
m
m
e
n
 ,
 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

（阪大法学） 66 (6-114) WI >



1

，
八
か
ら
民
主
制
へ

(16) 

め
る
。
第
一
に
、

の
社
会
勢
力
と
政
治
竺
j
f
;

て
き
た
も
の
で
ふ

よ
っ
て
達
成
さ
れ
た

理
想
的
な
議
会
で
あ
る

る
こ
と
を
憲
法
に
ー

ら

13)

□

□

L
J
由
で
あ
る
。

(/>

こ
と
の
排
除
ー

タ
イ
ン
は
、
こ
れ
を
八

の
機
能
上
の
独
立
は
、

穴行のコントロールの概念論からの再検討

本
章
の
主
題
で
あ
る
議
会
に
よ
る
執
行
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
「
水
平
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
う
ち
、
「
機
関
間
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
に

分
類
さ
れ
る
。
機
関
間
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
議
会
制
で
最
も
影
響
が
強
く
、
政
治
の
実
践
に
お
い
て
は
、
議
会
と
政
府
の
機
関
間
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
、
力
の
プ
ロ
セ
ス
の
核
心
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
議
会
と
政
府
に
よ
る
力
を
め
ぐ
る
闘
争
は
、
絶
え
間
な
い
、
不
断
の
も

の
で
あ
り
、
議
会
と
政
府
の
理
想
的
な
均
衡
を
創
出
す
る
こ
と
を
追
求
し
て
き
た
立
憲
主
義
の
歴
史
そ
の
も
の
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

(
2
)
「
議
会
の
機
能
上
の
独
立
」

レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
自
己
に
割
当
て
ら
れ
た
機
能
を
秩
序
に
し
た
が
っ
て

果
た
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
の
担
い
手
は
、
直
接
の
介
入
だ
け
で
な
く
、
憲
法
で
規
定
さ
れ
て
い
な
い
間
接
的
な

圧
力
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
か
ら
も
自
由
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
圧
力
は
、
他
の
力
の
担
い
手
や
憲
法
プ
ロ
セ
ス
の
外
で
活
動
す
る

勢
力
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
力
の
担
い
手
に
行
使
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
」
「
機
能
上
の
独
立
」
は
、
こ
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
、
力
の
担

い
手
の
機
能
上
の
独
立
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
機
関
間
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
「
消
極
的
な
局
面
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
た
だ
、
議
会
と
政

府
の
機
能
上
の
独
立
は
政
党
が
興
隆
し
た
こ
と
で
変
化
し
、
そ
れ
ら
は
政
党
の
被
造
物
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
定
義
か
ら
、
議
会
の
機
能
上
の
独
立
は
、
「
少
な
く
と
も
政
府
に
よ
る
圧
力
か
ら
十
分
に
保
護
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

5
 

6
 

な
い
こ
と
」
で
あ
る
。
議
員
は
、
職
業
、
宗
教
、
あ
る
い
は
階
級
に
よ
る
拘
束
か
ら
完
全
に
解
放
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、

66

叫〈
11

は
、
介
入
す
る
の

r111動
に
介
入
し
、

し
こ

そ
オ
ー

い
る
」
形
式
で
あ
る
。

な
る
。
そ
れ

「
個
々
の
力
の
担
い

に
よ
っ
て
他
の
力
の
担
い

11認〔2017.3〕



、
立
法
で
は
な
く
、

い
。
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ

が
批
判
す
る
作
用
分
立
で

し
か
し
、

お
よ
び
政
策
コ
ン
ト
ロ
ー

ー
」
は
二
つ
の
理
由
が
あ
る
ピ
し

が
、
非
現
実
的
ご
111
い

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
の
排
除
ー

の
解
散
権
は
現
在
も
政
胄

お
け
る
優
位
の

9
‘
[

、
「
政
府
が
、
召
集
、

。
第
二
は
、
君
主
に
よ

よ
う
な
「
政
府
が
議
会

こ
あ
る
た
め
で
あ
る
。
レ
ー

一
に
、
議
会
の
第

i

＼
の
り
、
政
治
の
実
践
に

の
会
議
を

権
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
達
成
さ
れ
た
「
政
府
が
議
会
の
運
営
に
影
響
す
る
こ
と
の
排
除
」
で
あ
る
。
第
五
は
、
議
員
の
免
責
特
権
に

よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
「
政
府
が
在
任
中
の
議
員
に
圧
力
を
か
け
る
可
能
性
の
排
除
」
で
あ
る
。
第
六
は
、
有
産
階
級
に
依
拠
す
る

政
府
に
経
験
上
有
利
に
な
る
「
議
員
の
財
産
資
格
と
被
選
挙
権
の
他
の
制
限
の
廃
止
」
で
あ
る
。
第
七
は
、
「
議
会
に
お
け
る
議
席
と

あ
る
種
の
職
業
の
地
位
を
兼
職
す
る
こ
と
の
禁
止
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
は
一
―
つ
の
観
点
が
あ
る
。
官
吏
と
の
兼
職
の
禁
止
と
経
済

的
な
結
び
つ
き
で
あ
る
。
前
者
は
、
官
吏
が
、
も
し
立
候
補
者
に
な
れ
ば
、
他
の
立
候
補
者
よ
り
不
当
に
優
位
し
、
も
し
議
員
に
な
れ

ば
、
政
府
に
依
存
す
る
勤
務
に
将
来
戻
る
こ
と
を
考
え
る
た
め
、
政
府
に
対
す
る
反
対
派
に
な
り
に
く
い
傾
向
に
あ
る
た
め
で
あ
る
。

後
者
は
、
政
府
と
取
引
関
係
に
あ
る
、
あ
る
い
は
政
府
と
契
約
を
締
結
し
た
銀
行
や
企
業
に
お
け
る
地
位
の
よ
う
に
、
議
席
を
行
使
す

る
に
あ
た
っ
て
の
議
員
の
自
由
を
制
約
し
う
る
た
め
で
あ
る
。
最
後
は
、
「
公
職
の
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
」
の
縮
小
や
禁
止
で
あ
る
。

レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
こ
れ
ら
の
八
つ
の
点
は
副
次
的
に
読
者
に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
述
べ
る
。
と
い
う

の
は
、
立
法
機
能
の
行
使
は
、
議
会
の
固
有
の
本
質
的
な
課
題
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
議
会
は
、
政
府
か
ら

実
際
に
独
立
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
立
法
手
続
全
体
を
独
占
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
議
会
は
、
立
法
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
起
草
、
と
く
に
法
律
の
発
案
を
独
占
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
考
え
方
は
、

レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ

＜
あ
る
。
第
四
は
、

）
と
に
よ
っ
て
獲
得
し
て
い

（阪大法学） 66 (6-116) 11月1



い
る
。
よ
る
柑
互
依
存
と

tn汀
{llII

あ
る
。

首
祖
と
そ
の
内
閃
i〗

(19) 

て
い
る
(

が
、
他
方
で
議
会
と
汀
□

。
そ
れ
ゆ
え
、
任
命

~
ロ
ー
ル
は
互
い
に
補
完
ー

I' ) 

議
院
内
閣
制
は
、
原
則
＼

穴行のコントロールの概念論からの再検討

を
す
る
。
統
合
に
よ
る
相
互
依
存
に
基
づ
こ
う
と
、
協
働
に
よ
る
相
互
依
存
に
基
づ
こ
う
と
、
力
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
枢
は
、
議
会
と
政

府
が
政
党
の
考
え
方
に
依
存
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、

レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
議
会
の
完
全
な
機
能
上
の
独
立

と
い
う
理
論
上
の
要
請
は
、
立
法
プ
ロ
セ
ス
を
支
配
す
る
の
は
今
日
政
府
で
あ
る
、
と
い
う
事
実
で
挫
折
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

て
、
「
憲
法
で
規
定
さ
れ
た
、
特
定
の
政
治
行
為
で
の
い
く
つ
か
の
力
の
担
い
手
に
よ
る
協
働
、

ン
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
お
よ
び
不
倍
任
投
票
に
よ
る
政
府
の
瓦
解
の
三
つ
の
類
型
が
あ
る
。

党
制
で
は
政
党
の
情
勢
に
し
た
が
っ
て
組
閣
す
る
。

レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
以
上
の
「
機
能
上
の
独
立
」
に
対
し

お
よ
び
あ
る
力
の
担
い
手
の
、
自
己

の
裁
量
に
し
た
が
っ
て
他
の
力
の
担
い
手
に
対
し
て
介
入
す
る
権
能
」
は
、
機
関
間
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
積
極
的
な
側
面
と
特
徴
づ
け
ら

れ
る
。
こ
れ
は
、
議
会
が
用
い
る
積
極
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手
段
で
あ
る
。
こ
の
手
段
に
は
、
政
府
の
任
命
、
政
治
的
な
ル
ー
テ
ィ
ー

ま
ず
、
政
府
の
任
命
に
つ
い
て
で
あ
る
。
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
議
院
内
閣
制
に
お
い
て
、
議
会
が
統
治
権
力
の
事

実
上
の
保
持
者
で
あ
る
首
相
を
任
命
す
る
。
そ
の
後
、
任
命
さ
れ
た
首
相
は
、
二
大
政
党
制
で
は
自
党
か
ら
自
己
の
判
断
で
、
多
数
政

い
ず
れ
に
せ
よ
、
議
会
に
よ
る
首
相
の
任
命
は
、
首
相
と
そ
の
内
閣
に
よ
る
そ
の

後
の
政
権
運
営
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぽ
す
。
政
府
は
、
議
会
の
絶
え
間
な
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
に
あ
り
、
議
会
に
よ
っ
て
罷
免
さ

(
3
)
政
府
に
対
す
る
議
会
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手
段

し
け
る
政
党
の
役
割
の
た

真
代
で
は
、

の
強
固
な
橋
鳳
ー

の
他
の
機
能
か
ら
切
り
誓
＼
／
ハ
{
¥
、

し
て
取
り
扱
わ
れ
え
な
い

い
理
由
は
、
現
代

シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、

こ
れ
ら
三

I) I
 

に
後
続
し
て
起
こ
り
、
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小
括

レ
ー
ヴ
ェ

（竺

か
、
実
際
に
解
散
で
き
っ
□

的
な
手
段
と
し
て
明
ら
か
に
な
る
。

）
伍
律
案
や
予
算
案
の
否
決
げ
¥

しぶ

、
議
会
に
よ
る
執
行
の

議
会
の
信
任
を
失
っ

の
支
持
が
あ
る
と
判
断
ー

、
議
会
に
よ
る
質
間
、

卜
1 I 

I 

ー
エ
止
」
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー

い
う
威
嚇
に
よ
っ

否
決
さ
れ
た
法
律
案
な
ど
が
政
権
の
命
脈
に
か
か
わ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
議
会
に
よ
る
否
決
は
、
政
府
の
総
辞
職
と
い
う
結
果
を
招

く
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
議
会
制
、
す
な
わ
ち
内
閣
統
治
制
で
は
、
庶
民
院
は
法
律
案
や
予
算
案
を
否
決
す
る

(20) 

こ
と
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
手
段
は
、
野
党
の
象
徴
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手
段
と
し
て
行
使
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
政
府
は
、
反
対
派
、
し
ば
し
ば
与
党
の
一
部
か
ら
絶
え
間
な
い
批
判
に
晒
さ
れ
る
。
政
権
運
営
へ
の
批
判
を
公
に
表
明
す

る
き
っ
か
け
は
、
常
に
本
会
議
や
委
員
会
の
討
論
で
あ
る
。
政
府
は
、
こ
の
リ
ン
グ
に
立
っ
て
お
り
、

な
い
。
こ
こ
で
、
大
臣
が
議
員
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
議
院
内
閣
制
の
特
徴
で
あ
る
統
合
に
よ
る
相
互
依
存
に
基
づ
く
技
術

(21) 

つ
ま
り
、
大
臣
の
出
席
に
よ
っ
て
、
議
員
は
、
首
相
や
大
臣
と
議
会
で
対
決
で
き
る
。

最
後
に
不
椙
任
投
票
に
よ
る
政
府
の
瓦
解
が
論
じ
ら
れ
る
。
議
会
制
に
お
い
て
、
議
会
、
あ
る
い
は
議
会
多
数
派
は
、

よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
批
准
の
三
つ
で
あ
―
ハ

の
政
治
的
な
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
ロ

If 
I
 

よ
り
長
く
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら

い
つ
で
も
内

閣
に
政
治
責
任
を
間
う
こ
と
が
で
き
、
総
辞
職
を
強
制
で
き
る
。
政
府
に
対
す
る
議
会
の
椙
任
と
議
会
に
対
す
る
政
府
の
責
任
は
、
相

互
性
に
基
づ
き
、
互
い
に
補
完
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
政
府
の
瓦
解
の
威
嚇
は
、
議
会
が
政
府
に
対
し
て
用
い
る
最
重
要
の
機
関
間

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
あ
り
、
最
強
の
武
器
で
あ
る
。
こ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
議
会
に
よ
る
不
倍
任
投
票
の
可
決
、
ま
た
は
政
府
が
提
出

す
る
倍
任
案
の
否
決
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
政
権
維
持
の
た
め
に
最
重
要
で
あ
る
と
表
明
し
た
政
府
の
措
置
の
拒
否
に
よ
っ
て
な
さ
れ

□

'
し
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

VJ
他
に
、
議
院
内
閣
制
に

し＼
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す
な
わ
ち
作
用
分
立
で

)
，
、
立
法
に
協
賛
す
る
議
ヘ
バ

中
で
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

い
二
元
論
」

(27) 

が
存
在
し
た
c

い
た
の
が
、
ま
さ

し
イ
ツ
の
立
憲
君
主
制
に

（
国
民
）
に
正
統
性
の

穴行のコントロールの概念論からの再検討

(
l
)
「
事
後
の
審
壺
」
と
し
て
の
議
会
に
よ
る
執
行
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

シ
ョ
イ
ナ
ー
は
、
議
会
に
よ
る
執
行
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

ら
れ
た
権
限
、

に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
議
論
は
途
上
で
あ
り
、

概
念
論
に
お
い
て
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、

第
二
節

「
協
働
」
か
ら
観
た
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
「
新
た
な
―
一
元
論
」
ウ
ル
リ
ヒ
1
1
シ
ョ
イ
ナ
ー

の
ち
の
議
論
を
侯
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。

レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
に
お
け
る
パ
イ
オ
ニ
ア
で
は

(25) 

あ
る
が
、
そ
の
議
論
は
政
治
学
、
あ
る
い
は
比
較
憲
法
学
で
あ
り
、
国
法
学
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
シ
ョ
イ
ナ
ー
は
、
国

法
学
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
ド
イ
ツ
憲
法
に
即
し
て
、
概
念
に
つ
い
て
も
、
具
休
的
な
現
象
に
つ
い
て
も
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
検
討
し

(26) 

た
研
究
者
で
あ
る
。
ま
た
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
議
論
に
お
い
て
、
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
お
け
る
政
党
の
役
割
は
十
分

に
語
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
日
の
議
論
に
お
い
て
、
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
主
と
し
て
「
反
対
派
」
に
認
め
ら

れ
る
。
こ
の
議
論
を
ド
イ
ツ
国
法
学
に
お
い
て
本
格
的
に
展
開
し
た
の
は
、
は
か
な
ら
ぬ
シ
ョ
イ
ナ
ー
で
あ
っ
た
。
シ
ョ
イ
ナ
ー
は
、

歴
史
を
播
く
こ
と
か
ら
、
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
重
点
の
変
化
を
説
示
す
る
。

と
い
う
テ
ー
マ
を
取
り
扱
う
に
あ
た
っ
て
、
最
初
に
議
会
制
の
発
展
史
と
学
説
の
展
開
を
振
り
返
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

の
源
泉
を
持
ち
、

こ
の
議
会
の
課
題
で

つ

(24) 

に
依
拠
し
て
い
る
(

ロ
ふ
会
と
政
府
の
関
係
へ

る
。
付
言
す
る
と
、

(23) 

院
制
で
あ
る
。
た
だ
、

の
議
論
は
、

「
作
用
分
立
」
に
よ

に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

i
院
の
「
協
働
」
が
必
要
し
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ロ
基
礎
は
変
化
し
、
そ
れ

た
形
式
で
用
い

と
シ
ョ
イ
ナ
ー
は
ロ

は
、
古
い
国
家
構
造
の

3
)
 

Ca‘ い
。
」
シ
ョ
イ
ナ
ー
は
、

口
什
用
を
特
定
の
機
関
に
配
八
I
J
}
↓バ

）
の
考
え
方
は
、

国
家
主
導
を
審
査
す
る
I

ロ
ー
ル
と
法
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
区
別
し
た
。
そ
の
際
、
イ
ェ
リ
ネ
ク
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
「
事
後
の
審
壺
」
と
理
解
し
た
上
で
、
議

ぶ31)

会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
論
じ
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
し
か
し
、
立
憲
君
主
制
下
で
は
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ

(32) 

い
て
の
議
論
は
、
こ
れ
以
上
深
め
ら
れ
ず
、
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
期
の
国
法
学
に
お
い
て
深
化
し
た
。

決
定
の
担
い
手
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
者
の
監
督

(Aufsicht)

に
と
っ
て
本
質
的
な
区
別
の
創
出
、
監
督
の
手
段
の
一
部
で
あ
る
決

定
の
担
い
手
の
相
互
の
抑
制
と
影
響
、
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
の
法
理
に
お
い
て
非
常
に
強
く
特
徴
づ
け
ら
れ
た

(
2
)
事
前
の
協
働
と
し
て
の
議
会
に
よ
る
執
行
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

゜
2
 

ー6
 
6
 
6
 

「
国
家
の
力
の
行
使
を
有
効
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
、

学法大阪

『
チ
ェ
ッ
ク
・
ア
ン

ド
・
ハ
ラ
ン
ス
』
と
い
う
対
が
影
響
し
う
る
た
め
に
、
国
家
機
関
と
そ
の
課
題
の
構
成
を
前
提
と
す
る
」
と
シ
ョ
イ
ナ
ー
は
述
べ
る
。

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
理
念
が
権
力
分
立
論
と
関
連
す
る
こ
と
を
示
す
。
こ
の
権
力
分
立
論
は
、
国
家
の
実
施
す
る
カ

(
V
 er
f
o
g
u
n
g
s
m
a
c
h
t
)

を
決
定
の
い
く
つ
か
の
担
い
手
に
分
配
す
る
こ
と
で
あ
り
、
適
正
化
さ
れ
た
国
家
制
度
の
構
成
に
根
本
的

な
意
義
が
あ
り
、
現
在
の
抑
制
さ
れ
た
国
家
の
構
造
に
も
依
然
と
し
て
意
義
を
も
つ
。
権
力
分
立
は
、
自
由
主
義
の
構
造
の
保
障
、

に
対
し
て
、

ゲ
オ
ル
ク

般
国
家
学
』
に
お
い

ll
ー
ル
を
論
じ
、
政
治
的
コ

し
イ
ツ
国
法
学
の
黎
明
期
[
」

ン
ト
ロ
ー
ル
」
は
、
憲
土

ラ
ー
バ
ン
ト
の
よ
う
に
、

し
ロ
ー
ル
は
軽
視
さ
れ
て
い

つ

ま
り
個
人
の
権
利
保
護
だ
け
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
力
の
構
成
と
抑
制
は
、
力
が
法
の
限
界
の
中
で
行
使
さ
れ
る
こ
と
、

多
数
決
原
理
を
用
い
る
と
き
に
少
数
派
に
権
利
を
認
め
る
こ
と
、
お
よ
び
多
元
杜
会
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
役
立
つ
。
し
か
し
、
特
定

の
固
有
の
政
治
的
な
特
昌
砂
と 卜

11平ド



け
ら
れ
る
課
題
が
含
ん
で
し

第
二
は
、
法
律
と
並
八

け
で
な
く
、

て
い
た
、
と
シ
ョ
イ
）
ー
］

り〉

よ
っ
て
だ
け
で

の
領
域
を
統
治
作
用
し

111/

/
＼
立
法
の
こ
の
理
解
で
は

'
[
、
立
法
が
法
定
立
を
意
パ
~
う
/

穴行のコントロールの概念論からの再検討

た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
り
広
い
枠
組
み
に
お
い
て
の
み
、

コ
ン
ラ
ー
ト
11

ヘ
ッ
セ
の
権
力
分
立
論
か
ら
影
響
を
受
け
、
権
力
分
立
を

「
構
成
さ
れ
た
、
法
に
よ
っ
て
定
立
さ
れ
た
枠
組
み
に
お
い
て

(35) 

解
す
る
。
こ
の
国
家
の
構
造
原
理
は
、
国
家
組
織
の
分
割
の
伝
統
的
な
観
念
と
結
び
付
け
ら
れ
る
必
要
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
ド
イ
ツ

の
国
家
理
論
に
よ
る
抽
象
的
な
ド
グ
マ
化
の
一
部
で
あ
る
実
質
的
作
用
の
厳
格
な
区
別
を
後
退
さ
せ
、

〔
人
間
の
〕
協
働
」
と
理

い
く
つ
か
の
機
関
に
よ
る
同
じ

課
題
へ
の
協
働
が
力
の
調
整
的
な
分
配
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
的
を
射
て
い
る
、
と
シ
ョ
イ
ナ
ー
は
述
べ
る
。
「
そ
れ

ゆ
え
、
権
力
分
立
論
は
、
そ
の
古
い
特
色
を
越
え
て
、
組
織
と
政
治
に
お
け
る
構
成
と
協
働
の
さ
ら
に
別
の
領
域
を
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
領
域
は
、
古
い
三
つ
の
権
力
を
越
え
て
、
憲
法
秩
序
の
他
の
制
度
、
そ
し
て
ま
た
社
会
勢
力
を
含
む

ぶ36)

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
こ
こ
で
実
現
さ
れ
る
効
果
も
、
正
し
く
測
ら
れ
う
る
。
」

シ
ョ
イ
ナ
ー
は
、
こ
の
よ
う
に
権
力
分
立
の
現
代
に
お
け
る
意
義
を
説
い
た
上
で
、
本
題
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
検
討
す
る
。

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
検
討
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
シ
ョ
イ
ナ
ー
は
「
立
法
」
を
素
材
と
す
る
。
作
用
分
立
理
論
、
お
よ
び
そ
の
下
で
展

開
さ
れ
た
実
質
的
作
用
の
区
別
に
は
、
法
治
国
家
が
影
響
し
て
い
た
。

つ
ま
り
、
執
行
が
法
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ

た
。
こ
の
図
式
に
お
い
て
、
立
法
は
、
他
の
二
つ
の
権
力
が
服
す
る
特
定
の
作
用
の
位
置
に
お
か
れ
た
。
し
か
し
、
作
用
分
立
論
に
基

仄
言
す
る
と
、
政
治
方
針
字
〕

〔
国
家
権
力
の
〕
協
働
が
目
指
さ
れ
て
い
る

理
解
す
る
必
要
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
シ
ョ
イ
ナ
ー
は
、

お
け
る
権
力
分
立
t-¥

ー
」
そ
こ

□

主
制
を
貰
徹
し
た
基
本
千
〔
し

古
い
二
元
論
を
取
り
人

ふ
ミ
ノ
に
権
力
分
立
論
を
総
括
ー
ふ
／
ロ
ー

し¥

裁
判
、
執
行
の
区
別

i
¥

し
、
シ
ョ
イ
ナ
ー
に
よ
れ

66 (6-121) 1149 〔2017.3〕



。
」
こ
の
領
域(39)

（

40) 

＇
〗
口
と
統
治
を
捉
え
る
。
」

、
執
行
に
お
け
る
実
施
尺

wl

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
で
あ
る
。
こ
こ
で
、

ー
て
れ
ゆ
え
、
現
代
に
お
い

と
く
に
「
政
治
性
，

ー
さ
れ
ず
、
そ
れ

[1.1 

(j 

Irl口
代
表
は
そ
の
役
割
に
お
い

}
え
、
国
家
主
導
の
領
域

働
』
の
形
式
で
も
表
出
さ
れ
る
。
〔
こ
の
協
働
は
、
〕

行
わ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
」
が
、
国
家
の
生

(
L
e
b
e
n
)

に
か
か
わ
る
理
解
は

れ
る
。
「
こ
れ
ら
す
べ

つ
ま
汀

且
る
べ
き
で
あ
る
」
と
シ

□

家
王
導
を
捕
捉
す
る
こ

ナ
ー
は
述
べ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
批
判
し
て
き
た
実
質
的
作
用
論
で
は
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
。
「
権
力
分
立
の
意
味
は
、

…
…
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
と
機
関
を
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
国
家
の
力
の
適
正
化
で
あ
り
、
自
由
主
義
の
構
造
と
有
効
な

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
決
定
の
担
い
手
を
他
の
機
構
が
事
後
に
審
壺
す
る
形
式
で
も
、
『
協

い
く
つ
か
の
機
関
に
よ
る
決
定
へ
の
参
加
、
あ
る
い
は
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
他
の
こ

(38) 

の
形
式
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
機
関
に
よ
る
決
定
へ
の
協
力
的
な
影
響
に
よ
る
〔
の
で
あ
る
〕
。
」

シ
ョ
イ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
現
代
に
お
け
る
国
家
課
題
の
分
配
と
分
類
を
考
察
す
る
と
、
民
主
的
な
法
治
国
家

に
お
い
て
は
、
立
法
と
統
治
に
お
け
る
国
家
を
主
導
す
る
決
定
と
法
律
に
拘
束
さ
れ
た
執
行
の
空
間
は
厳
格
に
区
別
さ
れ
る
。
「
政
治

的
な
決
定
と
そ
の
実
現
に
到
る
こ
と
に
お
い
て
、
そ
し
て
制
度
と
し
て
秩
序
付
け
ら
れ
た
国
家
課
題
を
遂
行
す
る
こ
と
に
お
い
て
常
に

で
あ
る
。
こ
の
国
家
の
生
は
、
全
体
に
お
い
て
き
っ
か
け
が
生
じ
、
形
成
さ
れ
、

制
度
化
さ
れ
た
勢
力
に
よ
っ
て
結
果
を
生
じ
さ
せ
る
。
「
こ
の
政
治
プ
ロ
セ
ス
は
、
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
な
し
に
、
そ
し
て
繰
り
返

し
更
新
さ
れ
る
統
合
的
な
全
体
の
需
導
な
し
に
執
行
で
き
な
い
。
」
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
主
導
は
、
政
治
イ
ニ
シ
ア
テ
イ
ヴ
の
立
案
と
実

施
、
そ
れ
ら
が
採
用
さ
れ
、
仕
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
め
ぐ
る
政
治
勢
力
の
応
酬
、
そ
れ
ら
が
立
法
の
方
法
で
拘
束
力
あ
る
規
範
に
移
行

（阪大法学） 66 (6-122) 115(〕



し
て
い
る
と
さ
れ

ぶ

1
ら
に
、
シ
ョ
イ
ナ
ー
に

）
贔
閲
間
と
一
般
の
コ
ン
セ

穴行のコントロールの概念論からの再検討

ョ
イ
ナ
ー

重

点

の

移

行

新

た

な

の
法
治
国
家
的
な
性
誓
ば
い

と
く
に
議
会
制
に
お
け

点
で
考
察
さ
れ
、
と
く
に
法
命
題
を
創
設
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
こ
の
考
え
方
に
お
い
て
、
法
律
は
法
基
準
を
持
続
的
に
確
定
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
「
と
こ
ろ
が
、
現
代
に
お
け
る
法
律
の
機
能
は
大
き
く
変
化
し
て
し
ま
っ
た
。
」
「
：
・
・
：
こ
れ
ら
の
法
律
〔
持
続
的
な

法
ル
ー
ル
を
規
範
化
し
た
法
律
、
た
と
え
ば
手
続
法
、
社
会
法
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
法
〕
に
お
い
て
、
政
治
的
な
性
格
、
す
な
わ
ち
特
定
の

政
党
政
治
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
原
理
と
の
結
合
が
、
明
ら
か
に
際
立
っ
て
い
る
。
」
現
代
の
立
法
に
お
い
て
は
、
そ
の
存
続
期
間
が
短

く
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
政
治
的
な
重
点
が
よ
り
鮮
明
に
認
識
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
か
つ
て
の
非
政
治
的
な
領
域
に
お
け
る
立

法
の
目
標
が
、
今
日
政
治
的
に
議
論
の
余
地
が
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
「
法
律
は
、
政
府
の
政
策
の
構
成
部
分
に
な
り
、

法
確
倍
で
は
な
く
、
多
数
派
に
よ
る
支
配
の
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
」

続
い
て
法
治
国
家
的
な
性
格
が
論
じ
ら
れ
る
。
「
法
治
国
家
的
な
見
方
は
、
学
校
制
度
や
社
会
・
健
康
領
域
に
お
け
る
よ
う
に
第
二

次
的
な
法
規
範
（
命
令
）

や
委
任
で
間
に
合
わ
せ
て
い
た
場
合
も
、
現
在
に
お
い
て
国
家
に
よ
る
個
人
の
領
域
へ
の
よ
り
重
大
な
影
響

す
べ
て
に
つ
い
て
法
律
に
よ
る
根
拠
を
要
求
す
る
。
」
こ
の
よ
う
な
法
律
に
よ
る
根
拠
は
、
法
治
国
家
の
成
果
で
あ
る
。
し
か
し
、
立

法
の
領
域
は
、
関
係
や
見
方
が
よ
り
急
速
に
変
化
す
る
領
域
に
お
い
て
も
拡
張
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
象
と
し
て

現
れ
る
。
多
く
の
法
律
は
、
経
済
法
や
租
税
法
に
お
い
て
は
一
時
的
な
措
置
の
性
格
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
学
校
法
と
大
学
法
に
お
い

の
見
方
を
貰
徹
す
―
ハ

る。
つ。

い
て
、
立
法
が
再
検
討
5

こい

しl

し＼

っ
て
い
る
。
市
民
”□

1

VJ
密
接
な
結
合
が
立
法
に
｀
）
’
/

一
般
の

立
法
は
、
法
定
立
と
い

ー
ー
↑
よ
れ
ば
、
立
法
は
二
つ

66 (6-123) 1151 〔⑳17.3〕



べ
く
協
働
す
る
領
域

ゆ
え
、
法
律
は
、

畠
働
は
こ
こ
で
は
完
全
な
11□

ロエ

い
も
っ
と
も
、

け
で
な
く
、

i
□

111ぷ
し
、
後
者
の
関
与
は
、

コ
ン
ト
ロ
ー

よ
っ

た
比
率
は
、

政
府
が
立
7口

い
る
こ
と
を
反
映
し
て
1
ー

立
法
府
に
属
す
る
作
用
と
し
て
立
法
の
課
題
を
観
念
す
る
、
と
い
う
伝
統
的
な
理
論
上
の
観
念
に
現
代
の
憲
法
も
依
拠
し
て
い
る
、

と
シ
ョ
イ
ナ
ー
は
述
べ
る
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
特
徴
が
過
剰
に
強
調
さ
れ
、
他
の
特
徴
が
後
塵
を
拝
し
て
い
る
。
議
会
の
み
で
立
法

（
ド
イ
ツ
で
は
基
本
法
七
七
条
）
。
こ
の
よ
う
な
憲
法
に
対
し
て
、
基
本
法
七

七
条
が
推
定
さ
せ
る
範
囲
に
お
い
て
さ
え
立
法
は
議
会
だ
け
の
事
項
で
は
な
い
、
と
い
う
の
が
現
実
で
あ
る
。
法
律
は
数
に
お
い
て
圧

倒
的
に
省
庁
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
議
会
は
作
成
さ
れ
た
法
律
案
を
審
議
し
、
修
正
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
法
律
の

内
容
は
、
基
本
法
七
六
条
で
「
議
案

(
V
o
r
l
a
g
e
)
」
と
婉
曲
的
に
呼
ば
れ
て
い
る
政
府
の
関
与
に
よ
り
い
っ
そ
う
基
づ
い
て
い
る
。

こ
の
原
因
を
シ
ョ
イ
ナ
ー
は
連
邦
議
会
と
連
邦
政
府
の
「
情
報
の
格
差
」
に
求
め
る
。
「
連
邦
議
会
（
そ
し
て
、
連
邦
参
議
院
）

は
自

身
で
も
法
律
案
を
提
出
で
き
る
。
し
か
し
、
連
邦
議
会
に
は
、
そ
れ
が
官
庁
に
よ
る
補
助
を
受
け
ず
に
、
比
較
的
難
し
い
法
律
案
に
適

切
な
必
要
書
類
を
附
す
た
め
の
技
術
的
な
前
提
が
欠
け
て
い
る
。
」
第
一
立
法
期
か
ら
第
六
立
法
期
ま
で
の
連
邦
政
府
と
連
邦
議
会
の

法
律
案
提
出
数
と
法
律
案
の
成
立
数
を
比
較
す
る
と
、
提
出
数
も
成
立
数
も
連
邦
政
府
の
は
う
が
連
邦
議
会
を
圧
倒
的
に
上
回
っ
て
い

(44) 
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
シ
ョ
イ
ナ
ー
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
お
け
る
重
点
の
移
動
を
説
く
。

は
完
結
す
る
、
と
い
う
考
え
方
が
ま
さ
に
そ
れ
で
あ
る

て
、
議
会
多
数
派
に
支
こ

つ
い
て
の

い
。
つ
ま
り
、

る
政
治
的
な
決
定
と
口
い
こ
＂
＼
口
，
い

/
5
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
決
＇

こ
と
す
べ
て
～

文
請
さ
れ
る
な
ら
ば
、
政
胄

If 

口
帆
以
部
分
は
、
法
律
な
し

（阪大法学） 66 (6-124) 115'.J 



穴行のコントロールの概念論からの再検討

人
効
性
は
疑
わ
し
い
。

は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
九

ー
は
、
国
法
学
と
し
て
コ

ま
と
め

図
式
的
に
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
立
憲
君
主
制
に
お
い
て
は
、
立
法
に
協
賛
す
る
国
民
代
表
（
議
会
）
と
、
君
主
の
下

に
あ
り
執
行
を
担
う
政
府
が
対
立
し
て
い
た
。
こ
れ
が
「
古
い
二
元
論
」
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
議
会
は
政
府
の
活
動
を
「
事
後
に
審

査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
」
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
た
。
た
し
か
に
、
基
本
法
も
こ
の
「
古
い
二
元
論
」
を
採
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、

民
主
制
が
貰
徹
さ
れ
た
現
代
の
議
会
制
に
お
い
て
は
、
議
会
と
執
行
は
「
協
働
」
し
て
い
る
。
こ
の
「
協
働
」
は
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
シ
ョ
イ
ナ
ー
は
、
立
法
を
実
例
と
し
て
憲
法
現
実
を
詳
し
く
観
察
し
、
議
会
多
数
派
が
、
政
府
を
支
え
、
協
働

し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
。
そ
こ
で
は
、

多
数
派
と
政
府
に
対
峙
し
て
い
る
「
反
対
派
」
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
認
め
、
「
新
た
な
二
元
論
」
を
論
じ
る
。
シ
ョ
イ
ナ
ー
の
議
論
の

通
奏
低
音
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
基
本
法
に
お
け
る
「
憲
法
規
範
と
憲
法
現
実
の
乖
離
」
で
あ
る
。

第
三
節

ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
め
ぐ
る
議
論
の
出
発
点
は
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
で
あ
る
が
、
そ
の
議
論
は
、
比
較
法
、
あ

る
い
は
比
較
政
治
学
で
あ
り
、
ま
た
古
典
的
な
「
議
会
政
府
図
式
」
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
シ
ョ
イ

(
4
)
小
括

、
、
、
、
、
、

の
政
策
に
対
し

:
ハ
多
数
派
が
一
般
に
結
束
ー

If 
I
 

議
会
と
い
っ
て
も
、
内
汀
i
/
j

れ

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
、

Xil
ん
だ
。
シ
ョ
イ
ナ
ー

な
ら
ば
、

協
働
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー

は
疑
わ
し
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
議
会
に
お
い
て
、

心
と
、
議
会
と
政
府

そ
れ
を
批
判
す
る
仄
月

り
政
策
の
一
部
と
思
わ
れ

66 (6-125) 11氾〔2017.3〕



11 

ル
ン
ナ
ー
は
、
憲
法
秩
序
の

第
二
章

の
動
揺
と
「
政
府
・

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
「
阻
止
」
と
「
協
働
」
と
理
解
し
た
従
来
の
通
説
に
対
し
て
、
概
念
論
を
転
換
さ
せ
た
の
が
、
こ
こ
で
取
り
扱
う

ブ
ル
ン
ナ
ー
で
あ
る
。
そ
の
議
論
は
、
通
説
か
ら
一
九
八

0
年
代
の
議
論
へ
の
過
渡
期
の
も
の
に
属
す
る
と
は
い
え
る
が
、
そ
の
意
義

は
今
日
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ブ
ル
ン
ナ
ー
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
概
念
を
「
比
較
」
と
理
解
し
た
た
め
で
あ

る
。
こ
の
概
念
は
、

の
ち
に
発
展
的
に
引
き
継
が
れ
、
今
日
で
も
意
義
を
持
ち
続
け
て
い
る
。
こ
の
過
渡
期
に
ブ
ル
ン
ナ
ー
が
ど
の
よ

う
に
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
理
解
し
た
の
か
、
を
こ
こ
で
は
検
討
す
る
。
ブ
ル
ン
ナ
ー
は
、
東
西
ド
イ
ツ
両
方
の
政
治
制
度
を

取
り
扱
つ
。
そ
の
理
由
は
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
、
旧
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
会
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
限
定
し
、

(47)

（

48) 

い
う
ま
で
も
な
く
、
東
ド
イ
ツ
、
さ
ら
に
言
え
ば
共
産
主
義
国
家
が
す
で
に
ほ
ぼ
存
在
せ
ず
、
今
日
で
は
、

実
定
法
学
に
お
け
る
そ
の
議
論
の
基
盤
も
意
義
も
失
わ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

ブ
ル
ン
ナ
ー
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
概
念
論
を
振
り
返
る
こ
と
か
ら
議
論
を
始
め
た
い
。

と
い
う
の
は
、
こ
の
こ
と
を
理
解
せ
ず
に
は
、
そ
の
「
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
が
理
解
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。

る
分
割
の
根
拠
、

つ
ま
り

(/>

り〉

ー
に
よ
っ
て
憲
法
。
フ
ロ
セ

ス
は
憲
法
秩
序

最
後
に
憲
法
機
能
は
憲
口
旦
口
／

わ
い
て
行
わ
れ
る
活
動
で

ル
ン
ナ
ー
の

，
に
惑
法
秩
序
は
公
共
体
が
f

パ
11ハ

(
l
)
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
前
提

ゲ
オ
ル
ク
1
1

ブ
ル
ン
ナ
ー

ー
'
’
分
か
れ
て
い
る
。

／
 

f

了

し

ヽ

！
 

〉

”

コ
ン
＼
ロ
ー
ル

仄
月
派
に
割
当
て
ら
れ
た
課
罰

心
秩
序
で
あ
る
。
次
に
憲
□

又
月
爪
ー
図
式
」
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い
て
、
国
民
と
代
表
の
間
の

ぎ
に
、
「
民
主
制
は
、
あ
ハ
員

い
る
。
そ
の
た
め
、
現
化
Ol/

い
て
い
る
。
政
府
は
、

お
い

い
[
/
し
両
者
の
間
に
緊
張
関
係
が
パ

し¥

、
そ
れ

い
。
」
間
接
民
主
口

穴行のコントロールの概念論からの再検討

(
2
)
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
基
盤

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
波
及

、
意
思
の

る
こ
と
」
で
九

決
定
」
と
「
実
施
」

要
機
能
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
践
的
な
必
要
性
、
す
な
わ
ち
「
決
定
が
、
実
施
に
お
い
て
歪
曲
さ
れ
、
さ
ら
に
は
正
反
対
の
も
の
に

さ
れ
る
危
険
」
を
防
止
す
る
必
要
性
か
ら
、
第
三
の
機
能
で
あ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
実
施
機
関
に
よ
る
活
動
が
決
定
と
一
致
し
て
い
る
の
か
、
を
審
木
旦
（
比
較
）
す
る
こ
と
で
あ
る

ロ
ー
ル
）
。
こ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、

基
準
（
決
定
が
そ
れ
に
あ
た
る
）
、
手
続
、
結
果
、

持
つ
の
か
、

＼
ー
い
機
能
に
分
解
す
る
。

こ
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
機
関
、

り〉

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
機
関
、
対
象
（
実
施
が
そ
れ
に
あ
た
る
）
、

お
よ
び
波
及
効
果
と
い
う
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
た
だ
、

効
果
が
ど
の
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
結
果
に
結
び
付
け
ら
れ
る
の
か
、

つ
ま
り
、

で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
主
要
機
能
に
変
化
し
て
し
ま
い
、
各
機
能
が
区
別
で
き
な
く
な
る

ブ
ル
ン
ナ
ー
は
、
ま
ず
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
基
盤
の
検
討
か
ら
始
め
る
。

し
か
し
、
そ
の
内
容
は
、
す
で
に
み
た
シ
ョ
イ
ナ
ー
と
は
ぽ
同
じ
で
あ
る
。

ブ
ル
ン
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
課
題
の
位
置
づ
け
は
、
議
会
民
主
制
の
本
質
か
ら
生
じ
る
。
」
こ
こ
で
間

題
と
な
る
議
会
民
主
制
は
、
歴
史
の
発
展
の
産
物
で
あ
り
、
そ
の
発
展
の
中
で
変
化
を
受
け
る
。
自
由
民
主
制
か
ら
多
元
民
主
制
へ
の

移
行
と
い
う
変
化
に
よ
っ
て
、
現
実
と
し
て
の
憲
法
と
法
と
し
て
の
憲
法

(
R
e
a
l
v
e
r
f
a
s
s
u
n
g
u
n
d
 R
e
c
h
t
s
v
e
r
f
a
s
s
u
n
g
)
 
は
乖
離

（
真
正
な
コ
ン
ト

（
「
副
次
機
能
」
）
が
認
識
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

）
る
。
前
者
は
「
な
す
べ

ー
に
概
念
上
必
要
と
な
る
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
関
が
決
定
に
関
与
す
る
可
能
性
を

(49) 

（
不
真
正
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
。

る
。
こ
の
二
つ
は
ー

ー
こ
と
で
あ
り
、
後
者
は
ー

で
あ
る
。
公
共
の

コ

66 (6-127) 1155 〔⑳17.3〕



ピ
亨
が
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
だ
し

く
、
政
策
の
理
由
を
述
べ
、

(/>

い
て
答
え
な
け
れ
ば
な
口
/

「
政
治
的
な
生
の
制
度
1

憲
法
プ
ロ
セ
ス
が
公
共
仕

こ
推
移
し
、
国
民
に
近
づ

，t

デ
芸
制
が
こ
の
よ
う
に
変
雪
…

議
会
は
、
唯

い
ハ
こ
め
、
代
表
機
関
で
あ
る つ

ま
り

こ
こ
で
は
、
議
会
と
政
府
が
、
決
定
に
あ
た
っ
て
、
自
立
し
て
い
る
の
か
、
協
働
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
は
問
題
で
は
な
い
。

し
か
し
、
権
限
の
配
分
は
、
決
定
。
フ
ロ
セ
ス
の
最
後
の
段
階
に
か
か
わ
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
前
段
階
に
お
い
て
、
さ
ら
に
は
実
施

に
お
い
て
も
、
相
互
の
影
響
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
「
議
会
と
政
府
の
普
段
の
応
酬
、
そ
し
て
必
然
的
に
そ
れ
と
結
び
付
け
ら
れ
る
妥
協

へ
の
用
意
は
、
議
会
制
に
お
け
る
憲
法
プ
ロ
セ
ス
の
本
来
の
基
礎
で
あ
る
。
」
ブ
ル
ン
ナ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
議
会
と
政
府
の
対
置
を

(51) 

「
自
由
主
義
に
お
け
る
対
置
」
と
呼
ん
で
い
る
。

(52) 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
対
置
は
、
現
代
の
政
党
国
家
が
出
現
し
た
た
め
に
、
も
は
や
時
代
遅
れ
で
あ
り
、
「
新
た
な
一
一
元
論
」
に
取

っ
て
変
わ
ら
れ
て
い
る
。
委
任
に
拘
束
さ
れ
な
い
代
表
者
の
会
議
で
あ
る
議
会
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
現
実
と
し
て
の
憲
法
に
は
そ
ぐ

わ
な
い
。
各
議
員
の
代
表
と
し
て
の
役
割
は
、
議
会
に
お
い
て
会
派
と
し
て
形
成
さ
れ
る
政
党
に
引
き
受
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
政
党

こ
そ
が
、
議
会
多
数
派
を
形
成
し
、
さ
ら
に
は
政
府
を
も
任
命
す
る
。

つ
ま
り
、
議
会
は
、
そ
れ
自
体
で
閉
じ
た
政
治
単
位
で
は
も
は

や
な
い
。
対
立
が
な
い
と
は
言
え
な
い
が
、
議
会
多
数
派
は
政
府
と
結
び
つ
き
、
主
要
な
対
立
す
る
者
は
反
対
派
で
あ
る
。

「
政
府
・
議
会
多
数
派
反
対
派
図
式
」
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
ブ
ル
ン
ナ
ー
は
次
の
よ
う
に
結
論
付
け
る
。
「
こ
の
方
法
で
、
議
会

(53ぎ

に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
課
題
も
、
ま
す
ま
す
反
対
派
に
移
転
し
た
。
」

ン
ナ
ー
は
、

し＼

こ
、
こ
‘

t
し
カ
ー

。

そ
の
誓

FIL'、[

ー
』
配
分
さ
れ
て
い
る
。
た

な
ら
な
い
。
ま
た

同
時
に
互
い
に
結
び
つ
口

っ
て
い
る
。
「
政
府
は

1

江
諏
存
し
、
議
会
の

しぶ

て
い
る
。
」
こ
の
観
点
か
f

)

、
互
い
に
依
存
し
、

（阪大法学） 66 (6-128) 11511 



コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
で

揺
る
が
な
い
。

つ
ま
り
f

、
と
い
う
こ
と
で
あ
る

ー＇，

IVIし
／
す
る
可
能
性
を
持
っ
て
い

べ
た
議
会
の
立
法
以
外
ol/

穴行のコントロールの概念論からの再検討

「
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
主
要
な
関
心
事
は
、
政
府
と
行
政
の
活
動
が
公
共
体
の
意
思
と
合
致
す
る
よ
う
に
、
憲
法
。
フ
ロ
セ
ス

(55) 

に
お
け
る
公
共
体
の
意
思
を
実
施
す
る
こ
と
で
あ
る
。
」
議
会
制
の
現
在
の
条
件
に
お
い
て
は
、
反
対
派
の
法
的
地
位
は
、
特
別
な
保

障
を
要
す
る
た
め
、
適
切
な
形
で
少
数
派
の
保
護
と
し
て
確
保
さ
れ
て
い
る
、
と
ブ
ル
ン
ナ
ー
は
述
べ
る
。
「
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
に
関
し
て
は
、
少
数
派
の
権
利
は
質
問
権
と
調
査
権
の
領
域
で
意
義
が
あ
る
」
と
ブ
ル
ン
ナ
ー
は
確
認
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
務

(56) 

に
お
け
る
運
用
を
論
述
す
る
。

(
3
)
不
真
正
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
？
基
本
決
定
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
関
係

に
せ
よ
単
な
る
確
定
で
終
了
す
る
。
法
的
性
質
を
も
つ
広
範
な
指
示
と
活
動
の
権
能
は
、
議
会
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
」
ブ
ル
ン
ナ
ー

に
よ
れ
ば
、
基
本
決
定
と
し
て
議
会
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
の
は
立
法
し
か
な
く
、
基
本
決
定
の
大
部
分
に
つ
い
て
は
執
行
が
権
限

(58) 

を
持
っ
て
い
る
。
議
会
が
立
法
以
外
の
活
動
を
す
る
な
ら
ば
（
た
と
え
ば
単
純
決
議
）
、
そ
れ
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
基
本
決
定
の
拘
束
力
の
あ
る
確
定
と
は
区
別
で
き
る
。
し
か
し
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手
続
に
お
い
て
な
さ
れ
た
確

定
は
、
相
当
な
政
治
的
な
意
義
を
も
ち
、
政
府
に
専
属
的
に
認
め
ら
れ
た
基
本
決
定
を
形
成
す
る
に
あ
た
っ
て
政
府
に
影
響
す
る
。

(59) 

「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
結
果
は
、
決
定
形
成
の
要
因
の
一
っ
に
な
る
。
」
ブ
ル
ン
ナ
ー
の
前
提
は
、
基
本
決
定
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
区
別
で

「
議
会
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手
続
は
、
：
·
：
•
い
ず
れ

に
政
府
に
、
そ
し
て
ま

ロ
セ
ス
全
体
に
絶
え
ざ

卜
1 I 

I 

に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー

と
「
副
次
機
能
」

Ol/

ば
な
ら
な
い
ー

＞
 

て
い
な
い

/
5
ら
な
い
。
議
会
の
反
対
派
）
＇

以
上
の
こ
と
か
ら
ブ
ル

0
形
成
を
監
視
し
、
そ
れ
e

止
べ
る
。
「
こ
の
課
題
を
更
i

、
議
会
が
完
結
し

66 (6-129) 11団〔2017.3〕



(
4
)
小
括

器
」
や
「
最
終
手
段
」
と
評
さ
れ
る
不
倍
任
投
票
に
よ
る
政
府
の
瓦
解
で
あ
る
。
不
椙
任
投
票
に
つ
い
て
も
、
ブ
ル
ン
ナ
ー
は
、
破
壊

(60) 

的
不
倍
任
投
票
と
建
設
的
不
伯
任
投
票
を
区
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
詳
説
す
る
。

ブ
ル
ン
ナ
ー
の
議
論
に
お
い
て
も
、
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
「
新
た
な
二
元

論
」
す
な
わ
ち
「
政
府
・
議
会
多
数
派
反
対
派
図
式
」
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
反
対
派
が
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
担
い
手

と
な
る
。
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
真
正
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
基
本
決
定
の
間
の
継
ぎ
目
の
位
置
に
あ
り
、
憲
法
に
よ
っ
て
政

府
に
割
当
て
ら
れ
て
い
る
基
本
決
定
の
準
備
段
階
に
か
か
わ
る
。
法
的
な
修
正
効
果
は
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
行
為
に
内
在
し
な

い
。
し
か
し
、
不
椙
任
投
票
は
基
本
決
定
で
あ
り
、
例
外
で
あ
る
。
そ
の
際
、
議
会
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
者
の
役
割
か
ら
逸
脱
す
る
。

議
会
は
、
政
府
に
指
図
で
き
な
い
が
、

几
ー
と
し
て
の
議
会
に
よ
る
「

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
を
行
使
す
る
こ
と
で
将
来
の
基
本
決
定
に
決
定
的
に
影
響
で
き
る
。
こ
の

こ
と
は
、
憲
法
プ
ロ
セ
ス
の
躯
続
性
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
た
基
本
決
定
の
前
段
階
に
位
置
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
抽
象
的
な
位
置
を

確
定
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
影
響
力
が
ど
れ
ほ
ど
か
、

は
議
会
多
数
派
の
関
係
に
依
存
す
る
。
反
対
派
が
強
け
れ
ば
、
そ
れ
が
行
使
す

(61) 

る
政
治
的
な
圧
力
、
そ
し
て
基
本
決
定
の
機
能
に
移
行
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
傾
向
は
強
く
な
る
。

J
 

ー

ーtし

こ
の
よ
う
な
議
会
に
よ

ロ
ー
ル
ロ
ロ
忍
、
議
会
の
「
最
も
先
鋭
八
口

↑
i
i
J
分
な
も
の
と
し

に
対
し
て
、
「
議
会
に

し¥

、4
と
し

l
l
l
几
い
議
会
に
よ
る
基
本
決
定
で
三
必
J
ー

t
り
、
「
不
真
正
な
コ
ン
ト

1
1
1

が
っ
て
法
か
ら
観
る
と
休

（阪大法学） 66 (6-130) 115k 



穴行のコントロールの概念論からの再検討

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い

第
三
章コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
概
念
に
お
い
て
は
動
揺
が
あ
っ
た
が
、
「
政
府
・
議
会
多
数
派
反
対
派
図
式
」
は
維

持
さ
れ
た
。
こ
の
図
式
が
定
着
し
、
通
説
化
し
た
一
九
八

0
年
代
の
議
論
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
通
説
化
の
過
程
が
ど
の
よ
う
に
進
展

「
議
院
内
閣
制
に
お
け
る
政
党
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
カ
ー
ル
ー
ウ
ル
ヒ
リ
1
1

マ
イ
ン

は
制
度
へ
の
事
前
の
、
随
伴
す
る
、
あ
る
い
は
事
後
の
影
響
」
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
一
時
的
・
暫
定
的
に
定
義
す
る
。
そ
の
上
で
、

イ
ン
は
、
自
己
決
定
で
あ
る
直
接
民
主
制
を
理
想
と
し
、
基
本
法
に
お
け
る
民
主
制
原
理
を
憲
法
原
理
の
中
の
原
理
と
理
解
す
る
。
し

か
し
、
実
際
は
代
表
民
主
制
が
取
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
国
民
か
ら
直
接
正
統
化
さ
れ
て
い
る
議
会
は
、
本
来
全
権
を
も
ち
、
決

え
、
議
会
は
、
決
定
の
「
代
替
」
と
し
て
、

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
基
本
法
は
権
力
分
立
を
採
用
し
て
い
る
た
め
、
議
会
の
全
権
は
制
限
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ

(62) 

（
代
替
と
し
て
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
。

議
院
内
閣
制
と
政
党
門
家

「
議
会
ー
政
府
ー
図
式
」

(
l
)
民
主
制
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

第
一
節

し
た
の
か
、
を
考
察
す
る
。

一
九
七

0
年
代
に
は
、

マ
イ
ン
は
、
「
あ
る
憲
法
機
関
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
憲
法
制
度
に
よ
る
他
の
機
関
、
あ
る
い

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
い

。
つ
ま
り
、
議
会
と
政
円

ロ
）
｀
仇
内
閣
制
に
生
じ
る
帰
結
:
)
[
）
）

辿
説
化

の
下
で
は
、

「
政
府
・
議
会
多
数
派
ー

ー
％
心
権
力
分
立
原
理
は
、

連
邦
政
府
）
に
対
ー

の
定
着

マ

66 (6-131) 1159 〔2017.3〕



、
＼
依
然
と
し
て
い

ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
が
少
贄
ん
工
”
§

多
数
派
と
少
数
派
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
課
題
に
お
け
る
区
別
を
も
生
じ
さ
せ
、
こ
の
区
別
の
内
容
に
か
か
わ
る
構
成
要
素
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
選
挙
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
の
形
で
の
す
で
に
記
述
さ
れ
た
基
準
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
」
と
述
べ
る
。
こ
こ
で
、
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

(63) 

代
替
と
し
て
の
特
徴
と
議
院
内
閣
制
内
部
の
運
動
法
則
の
間
に
お
け
る
結
合
は
い
か
に
作
り
出
さ
れ
う
る
の
か
」
が
、
代
替
と
し
て
の

(64) 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
基
本
法
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
理
論
の
問
題
と
な
る
。

議
院
内
閣
制
は
多
数
決
原
理
と
憲
法
理
論
上
密
接
に
関
連
し
、
こ
こ
で
民
主
制
原
理
と
多
数
決
原
理
が
結
合
し
て
い
る
。
民
主
制
原

理
は
、
複
雑
な
社
会
構
造
を
束
ね
る
た
め
に
、
多
数
決
ル
ー
ル
も
必
要
と
な
る
。
基
本
法
は
、
多
数
決
ル
ー
ル
を
、
過
半
数
を
必
要
と

す
る
単
純
多
数
決
だ
け
で
な
く
、
重
大
な
決
定
に
お
い
て
加
重
さ
れ
た
多
数
を
必
要
と
す
る
特
別
多
数
決
と
し
て
も
具
体
化
し
て
い
る
。

(65) 

多
数
決
原
理
が
こ
の
よ
う
に
妥
当
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
数
派
の
問
題
が
憲
法
上
重
要
と
な
る
。

議
院
内
閣
制
の
憲
法
現
実
に
お
い
て
、

る
。
つ
ま
り
、
政
府
・
議
会
多
数
派
は
、
公
益
、
そ
し
て
公
共
体
が
発
展
す
べ
き
方
針
に
つ
い
て
の
自
ら
の
イ
メ
ー
ジ
を
貰
徹
で
き
る
。

権
力
分
立
原
理
）

そ
れ
に
対
し
て
、
反
対
派
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
課
題
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、

(66) 

の
間
の
乖
離
に
つ
い
て
直
歓
に
指
摘
す
る
。

ぇ`、

マ
イ
ン
は
、
「
『

の
代
表
構
造
は
、

f
 

よ
け
る
後
悔
を
と
も
な
っ

ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、

「
移
行
し
て
い
る
こ

あ
ら
ゆ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
の
議
会
の
コ
ン
ト
ロ
ー

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
課
題
は
、
少
数
派
か
ら
な
る
反
対
派
に
よ
っ
て
引
き
受
け
ら
れ
て
い

の
間
に
緊
張
関
係
が
生
ド

ス
テ
ム
の
現
実

い
う
観
点
の
下
で
、

マ
イ
ン
は
、
憲
法
現
実
と
憲
法
規
範
（
と
く
に

反
対
派
の
区
別
』

こ
と
は
で
き
な
い

選
挙
で
量
的
に
配
分
さ

（阪大法学） 66 (6-132) 116(〕



の
機
能
と
結
び
つ
け
4
□

性
と
理
解
さ
れ
た
民
主
olj□

汀

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い

の
で
あ
る
か
ら
、
代
替
し
一

↓
口
几
公
疋
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー

、
議
院
内
閣
制
に
お
け
八
仄

~
々
，
ハ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で\
I
u
l

穴行のコントロールの概念論からの再検討

つ
ま
り
同
一
性
か
ら
見
る
と
参
加
で
き
な
か
っ

能
か
ら
説
明
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
な
ぜ
は
か
ら
ず
も
こ
の
機
関
の
少
数
派
要
す
る
に
、
多
数
決
原
理
で
評
価
す
る
と
、

そ
れ
は
ど
重
要
で
は
な
い
部
分
が
こ
の
コ
ン
ト
ー
ル
を
行
使
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、

局
の
と
こ
ろ
正
当
化
さ
れ
え
な
い
。

従
来
の
考
え
方
が
解
答
を
出
せ
な
か
っ
た
上
記
の
問
題
に
答
え
る
の
が
、

マ
イ
ン
の
提
示
す
る
「
代
替
と
し
て
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

で
あ
る
。
こ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
理
解
か
ら
す
る
と
、
同
意
の
み
が
決
定
を
下
す
と
な
る
の
に
対
し
て
、
憲
法
理
論
に
お
い
て
少
数
派
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
は
反
対
派
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
少
数
派
は
決
定
に
参
加
し
な
か
っ
た
た
め
、
政
府
・
議
会
多

(68) 

数
派
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
少
数
派
の
課
題
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

反
対
派
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
の
引
き
受
け
は
、
民
主
制
理
論
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
ら
れ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
代
替
と
し
て
の

特
徴
か
ら
よ
う
や
く
、
同
一
性
思
考
か
ら
見
ら
れ
る
少
数
派
の
課
題
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
完
全
な
憲
法
理
論
上
の
正
統
性

を
得
る
。
少
数
派
は
、
共
に
決
定
し
た
の
で
は
な
く
、
せ
い
ぜ
い
共
に
議
論
し
た
、

る
こ
と
で
、
憲
法
上
の
戸
~
＼

そ
れ
に
よ
っ
て
反
対
派

：
レ
＼
）

ー

］

ー

、

0

っ
ぱ
ら
議
会
全
体

少
数
派
の
権
利
が

，
ヽ
保
障
さ
れ
、
反
対
派
の

還
元
さ
れ
、
こ

は
結

て
引
き
起
こ
さ
れ

り〉

11 
I
 

っ
た
＜

ト
ロ
ー
ル
の
領
域
で
の
特
＇

66 (6-133) 1161 〔⑳17.3〕



反
対
派
図
式
）
か
ら
憲
法
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
・
憲
法
理
論
に
転
換
す
る
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
民
主
制
で
根
拠
づ
け
ら
れ
た
多
数
決
ル
ー
ル
に
立
ち
戻
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
権
力
分
立
に
基
づ
く
政
党
国
家
に
お

ン
ト
ロ
ー
ル
が
、
他
方
で
議
会
に
よ
る
政
府
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
説
明
可
能
と
な
る
。
こ
の
説
明
モ
デ
ル
の
基
礎
に
あ
る
の

3
 
6
 
6
 
6
 

学

は
、
二
つ
の
異
な
る
民
主
的
正
統
性
で
あ
る
。
第
一
に
、
憲
法
で
書
か
れ
て
い
る
政
府
と
議
会
の
並
列
・
相
互
関
係
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
、
法大阪

民
主
的
正
統
性
が
国
民
か
ら
議
会
を
経
て
政
府
に
流
れ
る
た
め
、
議
会
に
対
す
る
国
民
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
お
よ
び
政
府
に
対
す
る
議

会
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
説
明
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
議
院
内
閣
制
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
、
民
主
的
正
統
性
は
、
議
会
を
省
い
て
、
国

民
か
ら
（
議
会
多
数
派
を
含
め
た
）
政
府
に
連
鎖
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
、
政
府
と
同
様
に
正
統
化
さ
れ
て
い
る
反

(71)
（

72) 

対
派
は
、
代
替
と
し
て
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
使
す
る
こ
と
に
な
る
。

マ
イ
ン
は
、
憲
法
規
範
と
憲
法
現
実
、
「
議
会
政
府
図
式
」
に
基
づ
く
権
力
分
立
と
「
政
府
・
議
会
多
数
派

少
数
派
図
式
」
の
乖
離
を
決
定
的
な
問
題
と
す
る
。
こ
の
間
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

ル
構
想
で
あ
る
、
自
己
決
定
と
し
て
の
民
主
制
原
理
か
ら
根
拠
づ
け
ら
れ
る
「
代
替
と
し
て
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
に
よ
っ
て
説
明
し
よ

'
」
る
政
府
・
議
会
多
数
派
ー

す
る
。
こ
の
説
明
モ
デ
几

体
的
に
説
明
可
能
で
あ
-
’
□

)

]

の
レ
ヴ
ェ
ル
に

議
院
内
閣
制
の
レ
ヴ
ェ
ル

マ
イ
ン
は
、
自
身
の
提
唱
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー

(
3
)
小
括

け
る
議
院
内
閣
制
の
二
つ
の
考
察
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
、

一
体
的
な
説
明
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
得
ら
れ
る
。

一
方
で
反
対
派
に
よ
る
政
府
の
コ

い
回
避
さ
れ
る
。
第
一
に
、

け
る
こ
と
に
よ
っ
て

の
よ
う
に
民
主
制
原
理
か

に
移
行
す
る
こ
と

（
政
府

ト
ー
ル
を
規
定
す
る
に
あ
た

し
て
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ー

しぶ

，
に
問
題
と
し
て
い
た
二
つ
□

に
対
派
の
コ
ン
ト
ロ
ー

rn::1 



穴行のコントロールの概念論からの再検討

（
基
本
法
七
六
条

こ
れ
ら
の
議
会
の
憲
法
ー
Ol/

え
る
べ
く
、

「
永
続
性
」
、

一
項
）
、
質
間
権

，
心
法
と
議
会

述
に
よ
っ
て
政
府
へ
の

(
l
)
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
よ
う
に
ド
イ
ツ

節
ド
イ
ツ
国
法
学
に

ト
ロ
ー
ル
の

／
イ
ン
と
シ
ョ
イ
ナ
ー

ク
ラ
ウ
ス
11

シ
ュ
テ
ル
ン
の
議
論
を
検
討
し
た
い
。
た
だ
、
概
念
論
か
ら
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
再
検
討
す
る
、

と
い
う
本
稿
の
目
的
の
た
め
、
議
会
に
よ
る
執
行
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
資
す
る
と
さ
れ
る
議
会
の
権
限
の
詳
細
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。

「
自
主
的
な
国
家
権
力
で
あ
る
政
府
の
自
立
性
が
議
院
内
閣
制
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
だ
け

に
、
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
こ
の
制
度
に
お
け
る
倍
任
と
責
任
の
要
請
を
維
持
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。
」
シ
ュ
テ
ル

ン
は
、
こ
の
よ
う
に
政
府
の
自
立
性
と
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
相
関
関
係
を
説
く
。
そ
の
上
で
、
制
度
を
特
徴
づ
け
、
倍
任
と

責
任
の
連
関
を
具
体
化
す
る
議
会
と
政
府
の
関
連
が
議
院
内
閣
制
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
関
連
に
は
、
議
会
が
政
府
の

任
命
と
存
続
を
基
本
決
定
す
る
こ
と
以
外
に
、
政
府
に
よ
る
事
務
の
遂
行
を
議
会
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
実
務
に
お
い
て
そ
の
永
続
性
の
た
め
に
、
政
府
の
選
出
と
罷
免
と
い
う
そ
の
時
々
に
一
回
限
り
の
行
為
よ
り

も
お
そ
ら
く
そ
れ
ど
こ
ろ
か
重
要
で
あ
る
。
な
ん
と
い
っ
て
も
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
絶
え
間
な
い
監
督
、
批
判
、
瑕
疵
と
欠
陥
の
叙

『
大
小
の
対
案
』
に
と
っ
て
の
基
礎
を
創
出
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
」
シ
ュ
テ
ル
ン
が
、

お
よ
び
そ
の
内
容
と
し
て
「
監
督
、
批
判
、
瑕
疵
と
欠
陥
の
叙
述
」
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
と
く
に
指
摘

(74) 

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

、
調
査
権
（
基
本
法
□

ラ
ウ
ス
1
1

シ
ュ
テ
ル

(/>

万'

る
力
ヘ
の
対
重

―1
0
条
）
、
お
よ

は
、
召
喚
権
（
基
本
ロ
ロ

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

こ
こ
で
は
、
こ
の
間
い

66 (6-135) 11船〔2017.3〕



i
i
 ＇ 

¥
4
 ＞
 

テ
ル
ン
の
「
新
た
な
前
院
ー

し＼
｝レ

ョ
イ
ナ
ー
の
議
論
そ
の
、
い

そ
一
貫
し
た
コ
ン
ト
ロ
ー

8
)
 

9[I 
る
。
そ
し
て
、
シ
ュ
テ
ル

と
い
う
箇
所
の

そ
の
意
義
は

を
構
成
す
る
こ
と
を

ー
ロ
」
ふ
論
を
引
き
継
ぐ
。
す
な
;
/
/

て
い
る
か
も
し
い

ロ
ー
ル
の
間
題
を
特
徴
づ
け
る
。
「
…
•
•
•
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
者
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
者
が
『
同
じ
肉
か
ら
の
肉
』

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
者
で
あ
る
議
会
か
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
者
で
あ
る
政
府
が
創
出
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
日
、

ル
機
能
は
、
議
会
全
体
で
は
な
く
、
少
数
派
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
、
と
い
う
例
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

ク
ソ
ン
の
用
語
法
で
は
、
こ
の
少
数
派
は
「
反
対
派
」
と
呼
ば
れ
、
「
最
適
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
者
」

は
、
「
す
べ
て
の
公
衆
の
前
に
政
府
と
そ
れ
を
支
え
る
議
会
多
数
派
の
瑕
疵
を
明
ら
か
に
し
、
よ
り
良
い
政
府
、
あ
る
い
は
明
日
の
政

(76) 

府
で
あ
る
：
・
・
:
。
」
シ
ュ
テ
ル
ン
は
、
「
政
府
・
議
会
多
数
派
反
対
派
図
式
」
を
「
新
た
な
前
線
」
と
特
色
づ
け
る
。

。

）

3
 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
実
効
的
で
な
く
な
り
う
る
そ
れ
は
議
院
内
閣
制
に
お
い
て
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
。
」
議
院
内
閣
制
に
お
い
て
は
、

6ー6
 
（
 
6
 
6
 
）
 
学法大阪

シ
ュ
テ
ル
ン
は
、
本
論
文
で
は
詳
説
し
な
か
っ
た
が
、
議
会
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
（
質
問
権
、
調
壺
権
な
ど
）
を
憲

法
と
連
邦
議
会
議
事
規
則
に
即
し
て
、
換
言
す
る
と
法
律
学
と
し
て
説
明
す
る
。
議
会
の
権
限
の
検
討
に
つ
い
て
は
、

ュ
タ
イ
ン
と
共
通
性
が
た
し
か
に
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、

に
と
ど
ま
り
、
法
律
学
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
シ
ュ
テ
ル
ン
は
、

で
あ
る
な
ら

コ
ン
ト
ロ
ー

ァ
ン
グ
ロ
ー
サ

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
反
対
派

レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ

レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
検
討
方
法
は
比
較
法
、
あ
る
い
は
比
較
政
治
学

レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
議
論
か
ら
直
接
影
響
を
受
け
て

お
ら
ず
、
「
〔
基
本
法
が
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ー
太
平
洋
を
覆
う
民
主
制
の
理
論
と
実
践
に
加
わ
っ
て
〕
以
来
、
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

(
3
)
小
括

t‘ 
9

9

,

 

新
た
な
前
線

シ

の
一
節
を
パ
ラ
フ
レ
ー

い
た
が
、
今
日
で
は

「
政
府
会
派
ー
反
対
派
今
爪
ー

、
立
憲
君
主
制
に
お
い
て

一
章
第
二
節
で
主

ぷ
院
内
閣
制
に
お
け
る
コ

ー
政
府
」
と
い

(75) 

に
な
る
。

卜

1161 



穴行のコントロールの概念論からの再検討

り〉

本
稿
の
お
わ
り
し
一

、
を
概
念
論
か
ら
再
検
げ
1

んロ
し＼

再
検
討
か
ら
明
ら
か
に
入
：

）
か
ら
生
じ
る
今
後
の

↑
稿
は
、
議
会
に
よ
る
執
釘
ol/

J
 

ー

、

1

~
 

！
 

＞
て
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
い

お
わ
り
に

（
と
く
に

ま
と
め

八
〗
了
で
定
着
し
た
こ
と

ョ
イ
ナ
ー
の

第
三
節

か
し
、

、
よ
よ
び
「
反
対
派
の
課
題
し

一
九
八
0
年
代
の
最
初
を
飾
っ
た
マ
イ
ン
と
シ
ュ
テ
ル
ン
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
ド
イ
ツ
国
法
学
で
「
政
府
・
議
会
多
数
派
反
対

派
図
式
」
が
議
会
に
よ
る
執
行
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
通
説
化
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
し

マ
イ
ン
と
シ
ュ
テ
ル
ン
に
よ
る
こ
の
図
式
の
評
価
は
異
な
っ
て
い
る
。

マ
イ
ン
は
、
憲
法
が
規
定
す
る
権
力
分
立
（
議
会
政

府
図
式
）
と
議
院
内
閣
制
の
現
実
（
政
府
・
議
会
多
数
派
反
対
派
図
式
）

の
乖
離
を
問
題
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
民
主
制
に
基

づ
く
「
代
替
と
し
て
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
い
う
自
身
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
構
想
に
よ
っ
て
、
こ
の
乖
離
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ

に
対
し
て
、
シ
ュ
テ
ル
ン
は
、
体
系
書
と
し
て
の
そ
の
著
書
の
性
質
も
あ
り
、
ド
イ
ツ
国
法
学
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
き
た

シ
ュ
イ
ナ
ー
が
展
開
し
た
）
枠
組
み
を
継
承
す
る
こ
と
で
「
政
府
・
議
会
多
数
派
反
対
派
図
式
」
を
定
着
さ
せ
た
。
た
だ
、
憲
法

規
範
と
憲
法
現
実
の
間
の
乖
離
に
関
す
る
二
人
の
方
法
論
上
の
態
度
の
差
に
は
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

ー
反
対
派
」
の
役
割
と
す
―
ハ

(/>

ロ
ー
ル
」
と
い
う
議
論
が
ド
イ
ソ

1

『
民
主
国
字
し

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
』

で

シ
ョ
イ
ナ
ー
の
議
論
の

66 (6-137) 1165 〔⑳17.3〕



ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

ー
仕
柑
互
の
関
係
が
問
題
と

を
有
す
る
主
体
し

ー
以
府
」
が
措
定
さ
れ
て
い

ー1
ー
〈
{
|
政
府
ー
図
式
」
に
基

r

パー％

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

2
冷
ー
体
論

メ

ー
ル
ピ
す
る
従
来
の
通
説
的
な
概
〈
〗

だ
わ
り
、
そ
こ
か
ら
答
え
よ
う
と
す
る
。

イ
ン
は
、
こ
の
問
い
に
自
身
が
基
本
法
の
原
理
の
中
の
原
理
と
す
る
民
主
制
原
理
（
基
本
法
―

1
0
条
一
一
項
）
、

「
政
治
的
な
カ
ー

、
「
政
治
的
な
力
」

つ
ま
り
憲
法
規
範
に
こ

テ
ー
マ
に
つ
い
て
通
説
化
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

題
と
み
な
し
、
さ
ら
に
議
論
を
進
め
た
。
そ
し
て
、
自
己
決
定
と
理
解
さ
れ
た
民
主
制
と
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
「
代
替
と
し
て
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
い
う
マ
イ
ン
自
身
の
構
想
か
ら
一
元
的
に
説
明
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
国
法
学
の
主
流
は
、
シ
ョ
イ

ナ
ー
か
ら
シ
ュ
テ
ル
ン
ヘ
と
つ
な
が
り
、
「
議
会
政
府
図
式
」
か
ら
「
政
府
・
議
会
多
数
派
反
対
派
図
式
」

へ
の
変
化
、
す

な
わ
ち
「
憲
法
現
実
」
を
全
面
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
説
明
し
よ
う
と
し
た
。
こ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
マ
イ
ン
と
シ
ョ
イ

ナ
ー
・
シ
ュ
テ
ル
ン
の
両
者
に
お
け
る
「
憲
法
現
実
と
憲
法
規
範
の
間
の
乖
離
」
に
つ
い
て
の
方
法
論
上
の
態
度
の
差
に
は
、
注
意
を

要
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
、
「
現
実
に
よ
る
規
範
内
容
の
変
化
」
を
認
め
る
の
か
、
と
い
う
問
い
に
か
か
わ
る
か
ら
で
あ
る
。

マ

マ
イ
ン
は
、
「
憲
法
規
範
と
憲
法
現
実
の
乖
離
」
を
重
大
な
問

再
検
討
に
よ
り
、
「
政
府
・
議
会
多
数
派
反
対
派
図
式
」
は
、

そ
れ
を
「
政
府
・

来
的
に
無
理
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
憲
法
の
「
運
用
」
に
着
目
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

つ
ま
り
、
権
力
分
立
を
規
定
す
る
憲
法
規

範
と
議
院
内
閣
制
か
ら
生
じ
る
憲
法
現
実
の
「
乖
離
」
を
ど
の
よ
う
に
埋
め
る
の
か
、
と
い
う
間
い
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
本
稿
で
の

一
九
八

0
年
代
に
議
会
に
よ
る
執
行
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う

ll
ー
ル
も
こ
の
図
式
に
基
づ
い

しl

で
説
明
す
る
こ
と
は

↑
い
が
規
定
す
る
「
権
力
分
t□

ー

を
前
提
と
し
て

I
I

口□
議
会
に
よ
る
執
行
の
コ

再
検
討
か
ら
の
帰
結

「
は
じ
め

ー
↑
、
日
本
国
憲
法
と
ド
イ

（阪大法学） 66 (6-138) 116li 



口
刀
し
た
少
数
派
を
、
協
カ
ー

叫〈
Jl

は
、
造
反
し
た
グ
ル
ー

し＼

の
時
点
だ
け
）

ol
口
以
階
で

（
あ
る
い
は
そ
の

い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
し

〈
ハ
:
数
派
ー
反
対
派
ー
図
式
，

,IIIILIYJ
で
き
る
の
か
、

は
そ
れ

＼
 
人
パ

ー
海
い
あ
り
う
る
答
え
は
、

穴行のコントロールの概念論からの再検討

(
2
)
今
後
の
課
題

ー
政
府
・
議
会
多
数
派
」

、
反
対
派
を

①
「
憲
法
規
範
と
憲
法
現
実
の
乖
離
」
で
論
じ
た
よ
う
に
、
憲
法
現
実
に
よ
る
憲
法
規
範
の
「
運
用
」
に
慎
重
で
あ
ろ
う
と
す
る
と
、

マ
イ
ン
の
よ
う
に
、
憲
法
規
範
か
ら
説
明
す
る
は
か
な
い
。
し
か
し
、

マ
イ
ン
の
議
論
に
は
、
疑
義
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
基
本
法

に
即
し
て
述
べ
る
と
、
二

0
条
二
項
で
規
定
さ
れ
た
民
主
制
原
理
は
原
理
の
中
の
原
理
で
あ
り
、
こ
の
民
主
制
原
理
は
二

0
条
一
項
で

規
定
さ
れ
て
い
る
権
力
分
立
原
理
に
よ
る
制
限
を
受
け
て
い
る
、
と
マ
イ
ン
は
基
本
法
を
解
釈
す
る
。
し
か
し
、
同
一
の
条
項
で
規
定

さ
れ
て
い
る
憲
法
原
理
間
の
優
劣
関
係
が
な
ぜ
決
ま
る
の
か
、
と
い
う
点
に
疑
問
が
生
じ
る
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
憲
法
で
規
定
さ
れ
て

い
る
権
力
分
立
原
理
か
ら
議
会
に
よ
る
執
行
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
今
日
再
定
位
す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
、
を
間
い
直
す
こ
と
が
今

(81) 

後
の
課
題
と
な
る
。

次
の
課
題
は
前
述
の
②
主
体
論
か
ら
生
じ
る
。
果
た
し
て
「
反
対
派
」
と
い
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
主
体
を
措
定
で
き
る
の
か
、
そ
し
て

ど
の
よ
う
に
措
定
で
き
る
の
か
、
と
い
う
間
題
で
あ
る
。
少
数
派
は
、
常
に
「
反
対
」
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
議
会

は
内
閣
提
出
法
案
を
全
会
一
致
で
議
決
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
な
か
っ
た
と
な
る
の
だ
ろ
う

(82) 

か
。
ま
た
、
「
政
府
・
議
会
多
数
派
」
の
一
部
の
造
反
、
あ
る
い
は
少
数
派
の
一
部
に
よ
る
政
府
・
多
数
派
へ
の
協
力
が
「
政
府
・
議

今
後
の
課
題
は
、
以
上
の
帰
結
か
ら
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
析
出
さ
れ
る
。

議
会
多
数
派
ー
少
焚
エ
ー

If 
I
 

と
み
な
す
、
後
者

し
て
常
に
措
定
し
て
き
た

お
け

に
対
し
て
、
シ
ョ
イ
ナ
ー
¥

ン
、
さ
ら
に
ブ
ル
ン
ナ
ー

を
対
置
し
た
。
こ
の
よ
ヽ
[

ー
↑
も
か
か
わ
ら
ず
）
は
、

66 (6-139) 11釘〔2017.3〕



れ
ら
二
つ
の
課
題

柴
田
尭
史
「
『
公
法
」
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
(
-
)
（
二
）
（
三
・
完
）
ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
の
展
開

」
阪
大
法
学
第
五
九
巻
六
号
一

0
五
ー
―
二
六
頁
、
阪
大
法
学
第
六
0
巻
一
号
一
三
五
ー
一
五
四
頁
、
阪
大
法
学
第
六
0
巻
二
号
―
二
九
ー

一
四
六
頁
（
二

0
1
0
年
）
（
以
下
、
「
公
法
」
と
略
記
）
。
同
「
公
法
学
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
の
展
開
(
-
)
（
二
）
（
三
・
完
）

ド
イ
ツ
に
お
け
る
一
九
九

0
年
代
以
降
の
議
論
」
阪
大
法
学
第
六
四
巻
五
号
一
一
三
三
ー
ニ
六
六
頁
、
阪
大
法
学
第
六
四
巻
六
号
一
五
三
ー
一

七
一
頁
、
阪
大
法
学
第
六
五
巻
一
号
一
七
九
こ
一

0
0
頁
（
二

0
一
五
年
）
（
以
下
、
「
公
法
学
」
と
略
記
）
。

(
2
)

た
と
え
ば
、
古
典
的
に
は
、
宮
沢
俊
義
『
憲
法
〔
改
訂
版
〕
』
（
有
斐
閣
、
一
九
六
二
年
）
三
一
六
頁
、
清
宮
四
郎
『
憲
法
ー
〔
第
三
版
〕
』

（
有
斐
閣
、
一
九
七
九
年
）
じ
九
頁
。
た
だ
、
憲
法
制
定
直
後
に
は
論
争
が
あ
っ
た
。
小
嶋
和
司
「
憲
法
の
規
定
す
る
政
治
制
度
は
た
し
て

議
院
内
閣
制
か
」
同
『
憲
法
と
政
治
機
構
』
（
木
鐸
杜
、
一
九
八
八
年
）
三
六
一
頁
以
下
（
初
出
は
、
一
九
五
三
年
）
。

(
3
)

公
法
学
に
お
い
て
こ
の
見
解
を
取
る
も
の
は
非
常
に
多
い
た
め
、
代
表
的
な
も
の
を
示
す
に
と
ど
め
る
。
憲
法
学
で
は
、
吉
田
栄
司
『
憲
法

的
責
任
追
及
論
ー
』
（
関
西
大
学
出
版
会
、
二

0
1
0
年
）
（
以
下
、
『
責
任
追
及
ー
』
と
略
記
）
、
議
会
の
調
査
権
と
の
か
か
わ
り
で
は
、
孝
忠
延

夫
『
国
政
調
査
権
の
研
究
』
（
法
律
文
化
社
、
一
九
九

0
年
）
。
行
政
法
学
で
は
、
高
橋
滋
「
政
官
関
係
の
変
化
に
お
け
る
議
会
と
行
政
(
-
)

（
ニ
・
完
）
議
会
に

L
が
し
〗

□
§
9
,
9
1
1治
研
究
第
八
七
巻
第
一
号
―
―
一
三
頁
（
二

0

―
一
年
）
。

4
)

高
橋
和
之
『
国
民
内
手

1

ド／

iI

［

長

閣

、

一

九

九

四

年

）

（

以

下

、

同

『

現

代

立

憲

主

義

構
想
』
（
有
斐
閣
、
二

0
0

ロ
ー
：
…
、
訓
度
構
想
』
と
略
記
）
。

り
）
た
と
え
ば
、
高
見
勝
判

□

口
：
□

-
憲
法
』
（
岩
波
書
店
、
二

0
1
¥‘ 

一
九
九
六
年
|
―
九
九
尺
'
:

し
い
概
念
で
あ
る
「
基
準
対
象
比
較
」
が
ど
の
よ
う
に
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
把
握
す
る
の
か
、
ま
た
シ
ュ
テ
ル
ン
に
よ

れ
ば
こ
れ
ま
で
達
成
さ
れ
て
い
な
い
「
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
理
論
化
」
に
取
り
組
む
こ
と
を
試
み
た
い
。

て
い
る

し＼

よ
っ
て
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

〈
ハ
:
数
派
ー
反
対
派
」
は
議
竺

あ
り
、
選
挙
の
結
果
か
、
ロ

IJ/1方
iSIJ

ロ□
元
で
き
る
も
の
か
は
疑
わ

よ
う
な
答
え
自
体
が
、

こ
と
が
極
め
て
困
難
で
あ

し＼

て
い
る
。
結
局
、
「
政
府

し¥
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L
o
e
w
e
n
s
t
e
m
,
 Politi:-; 

高
田
篤
「
現
代
民
主
制
か

き
）
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
―
一
三

b
)

本
稿
と
の
関
連
で
は
、

註。
(
7
)

憲
法
の
「
運
用
」
に
つ
い
て
は
、
高
橋
．
『
理
念
と
運
用
』
四
ニ
ー
四
三
頁
、
さ
ら
に
伊
藤
正
己
『
憲
法

年
）
八
ニ
ー
八
六
頁
、
本
稿
と
の
関
連
で
は
、
と
く
に
八
五
ー
八
六
頁
。

(
8
)

こ
の
例
外
は
、
概
念
を
「
基
準
ー
対
象
ー
比
較
」
と
す
る
ゲ
オ
ル
ク
11

ブ
ル
ン
ナ
ー
で
あ
る
。
ブ
ル
ン
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
参
照
。

(
9
)

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
柴
田
・
「
公
法
」
(
-
)
。

(10)

従
来
の
通
説
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
の
以
上
の
ま
と
め
は
、
ア
ン
ド
レ
ア
ス
1
1

フ
ォ
ス
ク
ー
レ
に
よ
る
も
の
を
参
照
し
た
。
柴
田
・

「
公
法
学
」
(
-
)
二
四
五
ー
ニ
四
六
頁
、
二
四
九
ー
ニ
五

0
頁。

(11)

レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
柴
田
・
「
公
法
」
(
-
)
第
一
章
第
一
節
。

(12) 
K
a
r
l
 L
o
e
w
e
n
s
t
e
i
n
,
 Political P
o
w
e
r
 a
n
d
 t
h
e
 G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
a
l
 P
r
o
c
e
s
s
.
 2
n
d
 edition. 
1965, p. 
1
8
 
(
以
下
、

Political
P
o
w
e
r
と
略

記）

:
 ders., 
V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
l
e
h
r
e
,
 4
.
 
u
n
v
e
r
a
n
d
e
r
t
e
 Aufl., 
2000. S
.
 
17. 
ffi': 訳
と
し
て
は
、
阿
部
照
哉
•
山

J
I
I
雄
已
（
訳
）
『
新
訂
現
代
憲

法
論
政
治
権
力
と
統
治
過
程
」
（
有
信
堂
、
一
九
八
六
年
）
三

0
頁
。
同
頁
で
、
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
「
垂
直
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

に
つ
い
て
も
、
定
義
づ
け
、
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
「
垂
直
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
は
、
「
必
す
し
も
憲
法
に
よ
っ
て
定
立
さ
れ
た
規
範
の
帰
結

と
し
て
で
は
な
く
匡
家
杜
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ヴ
ェ
ル
の
間
で
機
能
を
産
揮
」
し
、
「
こ
れ
ら
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
、
政

治
的
な
力
の
公
式
な
保
持
者
に
設
定
さ
れ
た
制
約
と
し
て
影
響
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
」
垂
直
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
制
度
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し

て
、
連
邦
制
、
基
本
権
、
お
よ
び
多
元
主
義
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
水
平
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
中
に
は
、
「
該
当
す
る
匡
家
機
関
の
内
部
で
機
能
す
る
」
「
機
関
内
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
議

会
に
つ
い
て
は
上
院
と
下
竺

f

八
口
意
息
を
成
立
さ
せ
る
二
院
刑
/
1
1

バ口
Lf、 3
し

る

。

L
o
e
w
e
n
s
t
e
i
n
,

P
o
w
e
r
,
 p
p
.
 1
7
7
ー
182;
d
e
r
s
,
 

•• 

S
.
 
18lff. 
抑
加
印
〔
‘
-
―
―
―
―
―
ー
―
―

以
下
、
邦
訳
の
あ
る
も
C

メ
：
汐
ー
箇
所
を
掲
載
す
る
が
、
本
立

3
)
 

V
 er
f
a
s
s
u
n
g
s
l
e
h
r
e
,
 S
 

冒
民
内
閣
制
』
論
の
意
詈

一
ー
七
九
頁
。

向
橋
教
授
に
よ
る
「
郵
政
解
心

＇
／
も
の
で
あ
る
。

二
頁
。

第
三
版
』
（
弘
文
堂
、

『
訓
度
構
想
』

り
役
割
再
検
討
の
視
覚

一
九
九
五

1
0
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u
n
d
 K
o
n
t
r
o
l
l
e
 in d
e
r
 

下
で
は
、

V
e
r
a
n
t
w
o
r
t
u
n
g

30) 
P
a
u
l
 L
a
b
a
n
d
.
 D
a
s
 

相
対
化
を
そ
の
学
説
内
在
門

の

予

備

的

考

察

」

大
L

●
]
ロ
・

二
三
頁
以
下
。

(31) 
G
e
o
r
g
 Jellinek. 
A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
 Staatslehre, 3
.
 
A
u
f
l
 

•. 

1
9
6
0
,
 
S. 
7
9
2
 

• .\+i::~ 

と
し
て
ヽ
芦
部
信
喜
ほ
か
(
編
五
巴
『
-
般
匡
家
学
』
芦
子
陽

書
房
、
一
九
七
四
年
）
六
四
六
頁
。

(32) 
S
c
h
e
u
n
e
r
.
 Kontrolle. 
S. 
2
3
f
.
 
こ
こ
で
シ
ョ
イ
ナ
ー
が
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
期
の
国
法
学
で
言
及
す
る
の
は
、
ゲ
ル
ハ
ル
ト
1
1

ア
ン
シ
ュ
ソ
ッ

と
リ
ヒ
ャ
ル
ト
1
1

ト
ー
マ
が
絹
集
し
た
国
法
学
の
教
科
書

(
H
a
n
d
b
u
c
h
d
e
s
 d
e
u
t
s
c
h
e
n
 S
t
a
a
t
s
r
e
c
h
t
s
)

で
あ
る
。

面）

S
c
h
e
u
n
e
r
.
 Kontrolle. S. 2
8
f
.
 

(34) 
S
c
h
e
u
n
e
r
.
 Kontrolle. S. 2
4
f
.
 2
9
.
 

(35) 
S
c
h
e
u
n
e
r
.
 Kontrolle. S. 2
9
 
(
引
用
の
〔
〕
は
筆
者
）

;
 
K
o
n
r
a
d
 H
e
s
s
e
,
 G
r
u
n
d
z
u
g
e
 d
e
s
 V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
r
e
c
h
t
 d
e
r
 B
u
n
d
e
s
r
e
p
u
b
 ,
 

lik 
D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
.
 2
0
.
 
A
u
f
l
 

•. 

1
9
9
9
,
 
R
n
.
 4
8
2
.
 

(
以
下
、

G
r
u
n
d
z
u
g
e
と
略
記
。
）
邦
訳
と
し
て
は
、
初
宿
正
典
・
赤
坂
幸
一
（
訳
）
『
ド
イ
ツ
憲

法
の
基
本
的
特
質
』
（
成
文
堂
、
二

0
0
六
年
）
三
一

0
ニ
―
―
―
一
頁
。
シ
ョ
イ
ナ
ー
が
引
用
し
た
当
時
は
、
第
九
版
(
-
九
七
六
年
）
で
あ
っ

た。
(36) 
S
c
h
e
u
n
e
r
.
 Kontrolle. S. 2
9
.
 

(37) 
S
c
h
e
u
n
e
r
.
 Kontrolle. S. 3
0
.
 

3
 
4
 

(38) 
S
c
h
e
u
n
e
r
.
 Kontrolle. S. 3
1
.
 
(
引
用
の
〔
〕
は
筆
者
。
）

ー

(39) 
S
c
h
e
u
n
e
r
.
 Kontrolle. S. 3
1

シ
ョ
イ
ナ
ー
の
「
匡
家
主
導
」
論
（
「
協
働
執
政
理
論
」
）
に
つ
い
て
は
、
村
西
良
太
『
執
政
機
関
と
し
て
の

66
 
6
 

議
会
権
力
分
立
論
の
日
独
比
較
研
究
」
（
有
斐
閣
、
二

0
1
―
年
）
三
じ
ー
四

0
頁
、
と
く
に
「
立
法
」
と
「
執
政
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

三
九
ー
四

0
頁。

ま
た
、
コ
ン
ト
ロ
ー

ロ
方
法
論
と
そ
れ
に
基
づ

〔

l
ふ

l
.
/
9

m
g
s
o
r
d
n
u
n
g
,
 in: 
ders., 

→
ー
は
、
同
所
で
「
：
·
：
•
国
家
即
臼
/

Reiches, B
d
.
 1., 
5
.
 

ン
ト
に
よ
る
帝
匡
議
会
の
意
□

考
察
ド
イ
ツ
議
会
訓
論
り
ぶ

高
田
篤
「
ド
イ
ツ
に
お
]

:

I

忍

の
差
異
と
接
点
初
宿
ー
ー
，
／
：
ロ
ロ

S
c
h
e
u
n
e
r
,
 V
e
r
a
n
t
w
o
n
 .u 

-it, 
1
9
7
8
 (
1
9
7
0
)
,
 
S
.
 2
9
3
£
.
 1~ 

(

t

国
家
を
存
続
す
る
意
思
の
単
バ

1171 〔⑳17.3〕



し
て
取
り
扱
う
の
で
は
な
く
、

1

1

0

た
だ
中
に
あ
る
、
意
見
と
竺
口
こ
パ
ぐ
9

9

，ソー、

と
し
て
〔
国
家
と
い
う
〕
i□

ん
＇
，
い
会
科
学
の
認
識
に
依
拠
す
ス
/
い
い
ん
‘
{
ふ
い
八

ら
れ
、
訓
度
化
さ
れ
た
形
↓
¥

-

1

J

I

'

八
る
。
」
と
述
べ
る
（
引
用
中
□

[

'

4
0
)た
だ
、
シ
ョ
イ
ナ
ー
＂
＇
」
，
ふ
い□

日
以
的
に
」
「
行
政
」
を
コ
ン
ト
ロ
ー
，
〗□
\
ー

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
政
府
が
行
政
を
「
監
督
」
す
る
の
で
あ
る
。

S
c
h
e
u
n
e
r
,
Kontrolle, S. 2
6
f
.
,
 
3
2
.
 

(41) 
S
c
h
e
u
n
e
r
.
 Kontrolle. S. 3
3
.
 

(
引
用
中
の
〔
〕
は
、
筆
者
。
）

(42) 
S
c
h
e
u
n
e
r
.
 Kontrolle. S. 3
3
f
.
 

(43) 
S
c
h
e
u
n
e
r
.
 Kontrolle. S. 3
4
.
 

(44) 
S
c
h
e
u
n
e
r
,
 Kontrolle, S. 3
4
.
 

(45) 
S
c
h
e
u
n
e
r
,
 Kontrolle, 
S. 
3
4
f
.
 
(始
i調
は
、
竿
車
者
。
）
シ
ョ
イ
ナ
ー
は
、
と
く
に
不
信
任
動
議
と
閂
責
決
議

(S.
3
7
ー4
2
)

、
お
よ
び
詞
査
委

員
会

(S.
4
2
ー4
5
)

に
お
い
て
重
点
の
移
行
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
。
不
信
任
動
議
を
論
じ
る
中
で
、
シ
ョ
イ
ナ
ー
は
、
最
も
直
戟
に

「
重
点
の
移
行
」
を
論
じ
る
。
権
力
分
立
を
採
用
す
る
憲
法
は
、
議
会
制
に
お
け
る
権
力
の
交
錆
が
生
じ
て
い
る
憲
法
現
実
と
乖
帷
し
て
い
る
、

と
説
い
た
上
で
、
「
議
会
レ
シ
ー
ム
は
権
力
が
合
一
す
る
傾
向
を
示
す
こ
と
は
正
し
い
。
そ
の
傾
向
の
政
治
的
な
方
向
に
お
い
て
、
内
閣
と
多
数

会
派
は
、
対
立
と
い
う
よ
り
は
一
体
を
形
成
す
る
。
そ
の
結
果
、
本
来
の
政
治
的
な
対
立
関
係
は
、
政
府
と
反
対
派
の
関
係
に
移
行
す
る
」

(S.

3
8
)

。
同
旨
の
も
の
と
し
て
、

S
c
h
e
u
n
e
r
,
V
e
r
a
n
t
w
o
r
t
u
n
g
,
 S. 3
1
0
f
.
 

(46)

ブ
ル
ン
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
柴
田
・
「
公
法
」
（
二
）
第
二
章
第
一
節
。
そ
の
後
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
柴

m.
「
公
法
」
（
三
）
、
同
・
「
公
法

学
」
（
二
）
一
六
五
ー
一
六
六
頁
。

(47)

な
お
、
旧
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

G
e
o
r
g
B
r
u
n
n
e
r
,
 K
o
n
t
r
o
l
l
e
 
in 
D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
 ,
 Ei
n
e
 U
n
 ,
 

t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
 z
u
r
 V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
o
r
d
n
u
n
g
 in b
e
i
d
e
n
 T
e
i
l
e
n
 D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
s
,
 1
9
7
2
,
 
S. 3
6
9
f
f
.
 (~ 

下
j

で
は
、

K
o
n
t
r
o
l
l
e
と立叩戸』。）

[・〔
□

[了
u
n
n
e
r
,
K
o
n
t
r
o
l
l
f
u
n
k
t
1
o
n
 

\
〖□
、
ノ
ル
ン
ナ
ー
が
論
じ
て
い
ろ
ヽ
〗
□
し

48)

旧
ソ
連
に
お
け
る
コ
ン
：
口
□

‘ノ＼

K
o
n
t
r
o
l
l
o
r
g
a
n
e
 in d
e
r
 C
S
S
'
l
J
:
t
:
c
S
c
l
t
s
c
h
l
a
n
d
,
 in: O
s
t
e
u
r
o
p
a
'
l

〈
ハ
〔
＼
〗
・
ニ
[
/
二
）

8ー
1
2
6
.

49)

こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
「
／

□

バ
、
ち
、
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
：
／
＇
丁
:
;
［
十
敷
桁
す
る
と
、
議
会
に
よ

ン

ト

ロ

ー

ル

の

対

象

と

基

爪

[

'

,

}

と

「

包

括

的

で

」

あ

る

と

l
.
)

。
対
象
が
旦
括
的
で

砂i

I 

る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
議
会
ぃ
1
,

か
〕
統
合
す
る
プ
ロ
セ
ス

／
ロ
セ
ス
は
、
特
定
の
、
秩
字

1□
□

/
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二
[
7、

'ngsprinzip
ー

P
r
o
b
l
e
r
n
s
t
t＂
〔

〔

d
e
s
 G
r
u
n
d
g
e
s
e
t
z
e
s
.
 

B
r
u
n
n
e
r
,
 Kontrolle, S. 
1
3
9
.
 

B
r
u
n
n
e
r
,
 Kontrolle, S. 
1
3
9
f
.
 

ブ
ル
ン
ナ
ー
は
「
政
党
国
家
」
に
つ
い
て
直
接
言
及
し
て
い
な
い
が
、
前
後
の
参
照
文
献
か
ら
ゲ
ル
ハ
ル
ト
11

ラ
イ
プ
ホ
ル
ツ
の
議
論
が
大

き
く
影
響
し
て
い
る
。
直
接
引
用
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、

G
e
r
h
a
r
d
Leibholz, 
S
t
r
u
k
t
u
r
p
r
o
b
l
e
m
e
 d
e
r
 m
o
d
e
r
n
e
n
 D
e
m
o
k
r
a
t
i
e
,
 3
.
 

Aufl., 1
9
6
7
,
 S
.
 7
8
f
f

邦
訳
と
し
て
、
阿
部
照
哉
ほ
か
（
訳
）
『
現
代
民
主
主
義
の
構
造
問
題
』
（
木
鐸
社
、
一
九
じ
四
年
）
六
九
頁
以
下
。

（翌

B
r
u
n
n
e
r
,
Kontrolle, S. 
1
4
0
.
 

(54) 
H
e
s
s
e
,
 G
r
u
n
d
z
i
i
g
e
,
 R
n
.
 5
7
4
.
 
邦
訳
、
三
六
五
頁
。
ブ
ル
ン
ナ
ー
が
引
用
し
た
当
時
は
第
三
版
(
-
九
六
九
年
）
で
あ
っ
た
。

(55) 
B
r
u
n
n
e
r
,
 Kontrolle, S. l
 4
0
f
.
 

(56) 
B
r
u
n
n
e
r
,
 Kontrolle, S. 
1
4
2
.
 

(57)

基
本
決
定
と
立
法
に
つ
い
て
は
、

B
r
u
n
n
e
r
,
Kontrolle, S. 
1
4
4
 

(58)

単
純
決
議
に
つ
い
て
は
、

B
r
u
n
n
e
r
,
Kontrolle, S. l
 4
3
f
.
 

(59) 
B
r
u
n
n
e
r
,
 Kontrolle, S. 
1
4
4
.
 

(60) 
B
r
u
n
n
e
r
,
 Kontrolle, S. l
 4
5
f
.
 

(61) 
B
r
u
n
n
e
r
,
 Kontrolle, S. 
1
4
6
.
 

(62)

柴
田
・
「
公
法
」
(
-
)
-
―
じ
ー
―
一
九
頁
。

63) 
K
a
r
l
 ,
 
U
r
l
i
c
h
 M
e
y
n
,
 

politischen K
o
n
t
r
o
l
l
e
 in 

64) 
M
a
y
n
,
 Kontrolle, S. 

60) 
M
a
y
n
,
 Kontrolle, S
 

由
と
し
て
は
、
「
政
府
が
議
八
八

活
動
は
議
会
に
よ
る
コ
ン

1
1
1
1

て
ブ
ル
ン
ナ
ー
が
検
討
し
て
い

ら
の
基
準
す
べ
て

(50) 

(51) 

(52) 

万ロニニ
1

[

T

o
n
s
o
r
i
e
n
t
i
e
r
t
e
n
 
T
h
e
o
r
i
E
 

¥
 K
o
n
t
r
o
l
l
e
と
略
記
。
）

っ
て
常
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
各
八

た
め
で
あ
る

(
B
r
u
n
n
e
r
.
1・ 

目
的
適
合
性
、
目
標
適
切
蝕

[

□

 

:mer, Kontrolle, S. 
2
3
4
,
 

本
質
に
あ
る
た
め
、
政
府
に
I
〈

l
[
]
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
基
準

Kontrolle, 
S. 
2
2
6
f
f
.
)

、
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M
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忘
）
M
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310. 

哀
）
M
a
y
n
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 Kontrolle, S. 

311. 

心
）
M
a
y
n
,
 Kontrolle, S. 

311£. 

虞
）

式
叶
C
轡
渥
旦
示
叩
訴
ニ
ャ
’
ゃ
'
<
;
-
,
'
\
竺

'•[II]詠
S
出
•
田
戸
囲
渥
全
心
轡
媒
魯
姦
甜
(
~
涎
ぐ
虚
¥
'
-
-
'
四
召
-v)
は
吋
心
溢
空
C
口
,'¥..L
ロー

会
心
纏
二
心
(Mayn,
Kontrolle, 

S. 
312ff.)゚
⇒
全
_
_
)
'
怜
謳
S
紺
芦
S
哀
瓢
や
芸
心
こ
心
唸
'
I
JI J
や
芸
繕
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0
 
I
 
J
 GI
い
い
且
鰐

心
団
母
C
吉
慧
旦
如
姿
旺
心
,
手
[I]旦
纏
二
心
J
勾
刃
⇒
心
こ゚

図
）

翌
ぐ
謬
訂
，
\..L

ロ
-
~
茫
心
靖
誌
配
虞
芦
⇒
心
職
瓢
芸
蒜
羞
旦
ぷ
ヽ
-v
I
 l[: 如
京
繕
や
的
心
旦
刃
勾
臼
心
゜
-14-t
麟
翠
で
入
吋
1卜
全
入
旦
吋
心

心
ぶ
⇒
い
・
K
l
a
u
s
Stern. D
a
s
 Staatsrecht der Bundesrepublik Deutschland, Ed. I., 

2. 
Aufl., 
1984, S. 
973f., 
988ff. 
(
式
に
や
ゴ

Staatsrecht I
噂
霞
）
誼
誓
J
,
_
)
ヤ
竺
＇
疇
疇
三
（
！
畢
給
『
こ
戸
遺
紐
←

紺
渥
•
謳
疇
』
（
四
琴
.
1
1
0
0
這
）
11111 

11 
-
Ill 
I
 1111}
皿
(0
ders., 
D
a
s
 Staatsrecht der Bundesrepublik Deutschland, Ed. IL, 

1980, 
S. 
5lff. 
I
干
が
く
旦
姐
は
名
戸
⑳
菜
＇
睾
郷

G
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S
求
荊
旦
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封
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J
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N
o
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b
e
r
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誼
害
祝
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心
⇒
ヤ
竺
'
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『軋
Illl迅
厚
忍
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IIぐ
＜
冨
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Staatsrecht 
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誓
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1111 
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冨
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＇
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国
（
い
い
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G
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溢
J
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迄
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勾
訂
,
¥
.
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L
!
J
-
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炉
い
叫
弓
ぐ
ヤ
翌
ぐ
阻
曰
心
訂
,
'
¥
..L
口
三
出
耀
や
的
屯
:
:
:
,
・
ぶ
入
吋
1卜
全
心
疇
で
心
゜
Stern,

Staatsrecht I, 
S. 
989. 
芸
誓
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Ill 1-1(-
II 
Ill 
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会
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E
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 49, 
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字
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S
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S

Stern, Staatsrecht 
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ご1II(o
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ぐ
翫
ご
や
S
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巽
J

"
い
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S.
1032, 
区
哀
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S
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ン
ト
ロ
ー
ル
は
語
ら
れ
て
い

「
政
府
・
議
会
多
数
派
ー
反
い

It

M
a
u
r
e
r
,
 S
t
a
a
t
s
r
e
c
h
t
 

ー
令
に
お
け
る
研
究
と
し
て
は

り

S
t
e
r
n
,
S
t
a
a
t
s
r
e
c
h
t
 

19) 
S
t
e
r
n
,
 S
t
a
a
t
s
r
e
c
h
t
 

80)

最
近
に
お
い
て
も
こ

Aufl 
•. 
2
0
1
0
,
 
R
n
.
 1
2
5
.
 
当
I

ソ

田
・
『
責
任
遥
及
ー
」
二
三
九
頁
以
下
。

(81)

概
念
論
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
憲
法
上
の
権
力
分
立
か
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
再
定
位
を
行
う
の
は
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
1
1

ク
レ
プ
ス
で
あ
る
。
ク
レ
プ
ス

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
理
論
に
つ
い
て
は
、
柴
田
・
「
公
法
」
（
三
・
完
）
第
三
章
第
二
節
。

(82)

参
議
院
に
お
い
て
で
は
あ
っ
た
が
、
郵
政
解
散
の
引
き
金
と
な
っ
た
郵
政
民
営
化
法
案
に
反
対
し
、
否
決
に
持
ち
込
ん
だ
決
定
打
は
、
「
議

会
多
数
派
」
自
民
党
の
議
員
に
よ
る
造
反
で
あ
っ
た
。

【
附
記
】本
稿
は
、
二

0
一
四
年
―
二
月
に
大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
に
提
出
し
た
博
士
論
文
『
ド
イ
ツ
公
法
学
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
の

再
検
討
議
会
に
よ
る
執
行
・
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
理
論
化
』
の
第
二
部
第
一
章
、
お
よ
び
第
二
章
に
修
正
・
増
補
を
旅
し
た
も
の

で
あ
る
。
な
お
、
第
一
部
は
、
本
文
で
引
用
し
た
柴
田
・
「
公
法
」
、
お
よ
び
同
「
公
法
学
」
を
整
理
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
稿
は
、
公
往
信
託
山
田
学
術
研
究
奨
励
基
金
の
支
援
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
記
し
て
、
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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